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は し が き
開山大学教育学部内 ｢地域研究会｣比,報告書第 17塊として,<都市化の中の谷口村落-岡





昭和 28年5月,.Pv･取上村 ･贋苦附 ･徒開村の5かHが合併し,赤坂町として発足したo北吐吉
井町に,東辻楓11町L､よび和気郡佐伯町に,頗比御iTt郡部梓町/jZ:接し,南はLLJ掛 けを経てrF.]山市




人口!,iS村合併当時 1.419戸 7.550人であったものが,現在紘 1.509戸 5.79 6人で.
戸数姓j削 nしているものの人口は減少の傾向をたどり,過疎の波をかぶっている｡町内に′トキ校









































;随 にあたって小坂板碓町良を姓じめとし町緯鳩0年伍 教育夢見会 ･公民飴の各[_;J;,ならぴ'/C
町内の諸方面から誠意あふれると防力をいたたいた｡ ここに心から感淵申しあげるしだいであるO





















かに発展してきたれ そして今後いかに先屈していくであろうか - という意味をこめて, このよ
うLrLかしらことばな付したわけである｡
T _._=′~-L~-I.
発 刊 に よ一せ て
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第 1章 赤 坂 町 の概 観
1 赤坂町の位置 ･広は う ･地勢
滴 坂町tt,岡山舶 沖 央からみて●やや南東酌 に,赤盤郡のほほ中央忙あり.東経 1日 057I
〟 〟 0 / 0







盲傭福原の南魚近くに位置するのT,地券比,大敵 は小起伏山地か ､し比丘駿地であって. 5007W
を越す山地は見当らなしヽ これらの山地･丘陵地は.ほとんど花尚岩よりなり,他IKtt,洪凍韓屑が.










赤坂町の自然的土地条件を大づかみにするためK･各種粂伽 区朋 u両断 丁朽 ｢ 岡山県土地分頻
回附属ヂ亨科 (経済企画庁総合開発局.昭和49年)からぬ色だすと.次の表の通りである｡
衷 1- 1- 1 赤坂町の各種自然条件区分方l価胡 単位〟 (四括五入)
標 高 区 分 別 面 積
0′〝 I100,〟 2DO〝 , 408mJ ldOOカー 800〝ー 1.Ot】UTn 1.500桝 主を河川 合 計
100〝r -ZOOM ^ 00u L i～480桝 ～800桝 -1.000T -1.5UO 湖 沼一ヽ■′
- 1-
傾 斜 区 分 別 両 横
0 05.-8 0 08-15笹 T;言 語 0 050-40 040.I 主な河川湖 招 合 計
-I:-. :-=17 1 i=1 一二 三 二日圭 ∴ 二1-:I
l
r
表 層 地 類 区 分 別 両 横
こ同 結 堆 横 物 固 結 堆 餌 物 火 山 性 岩 打 深 成 岩 その他i
喋砂と 砕計傑 抄 極 珪 輝 石 計 火 派 安 】l計 荏 皮臥鶴 珂
L一15 練 山 故i.I 山一▲｣ 琳 れしヽ 川
と 半占I 膚 賀il 顔灰.岩l秤屑物 岩質 石質LJJ 岩質石 岩質 潤宿
1莞I土 L堅 岩 岩 l岩 ′ul石 岩石 香石 岩石 など
土 塊 区 分 別 両 税
栄 熊 ｢ 掴 ポ 蘇
熱 求 也莱 卜● 戟
ク 林 ゾ 負
土 土 士 ノレ .土
褐 釈 ク' ~ー｢- ~舵
色 也 ライ rP7-.
低 低
也














区'P:属した｡明治8年 12月27日幡寺山村と山口村は合併して山口村となった｡明治 10年 11月
区務所,戸環役場の設既に伴い.山口村は西中村の第2戸撞役場,他の5村は町苅田村の第5戸艮
役場の所緒となった｡明治11年9月郡区町村鮎刑法の施行により,各村に戸長がせかれたが,
I 明治 1 4年迎合 戸長役海綿IJ鹿がとられ,山口村仕方等村の第4部戸艮役執 他の5村は町苅田
村の策7部戸艮役場の所轍となった｡明治22年町村制実施の晩 旧鳥取笹は5分されて1部紘萌
山村となり, 1部は高陽村となり.残りのdケ村が,8枚上村に集約改称された｡
旧慣部村は,もと笠寺山 頗捉瓢 丸断弧 南佐古軌 北佐古田.今井,出産,多鼠 酋AIlflJJの9村であ
った｡吉備分国把より備前Bil赤坂郡に踊L,軽部郷となった｡盲単記に｢為木梨之軽太子御名代走
唯部 ｣とあることから.軽部郷は允恭天皇の皇子,未発妊太子のために設けられた御名代の地で
あったことが知られるO平安後期払 腰部荘として荘園化されたが,その後 多% 山嵐 嘗禰ILI
の地域は笹原荘と呼ばれた｡鎌倉時代は土肥 佐 叔々 声の後松田,赤抱 山名,滞上氏の支配に
用し,近世には,字音多,小早川氏の髄するところとなり,江戸時代には池田氏一族の支配が続き,
維新となった｡
明治4年廃港値原により的山原に属し,酉軽部札 笠寺山村.東軽苦附 .南佐古田村,今井札 北




















































3 赤 坂 町 の 現 況
(1)人 口
赤坂町の人口払 昭和45年の国勢調査によれば, 5.8占4人 (男2,820人,女5.044人)
である｡世帯数壮 1.414であり, 1世帯当りの平均人数姓 4･1人となる｡人口密度は157･1
人/kjで,岡山ifli<の郡書紀)人口密度121･1人/kiK柁べて,ややか ､｡ (昭和47年5月51日





















表1- 5- 2 尊 .米菓別姓家戸数の変化
t 家 戸 数 専 業 鹿 家 窮 1種兼業農家 第2種兼菜鹿家
1.211 825 5占2 224
1.202 500 418 284
1.142 281 450 451
(岡山煉市町村勢賓覧による)











盤 林 業 就 業 人 口 (18才以上) (昭和 45. 2.1)
* #






姓 畜 産 租 生 産










(昭和45. 2. 1)保有山林 面積
宗 一~-Ⅶ完｢一言1 ｢ ~訂｢-80OhaJ75ha
- 7-･
(｡)第二次産業
赤坂町に所在する･9某所帆 昭和 45年調べで,51番業所 (内訳 :食料品救遺業占.繊維
工業占,衣服その他の撒練製品製造業 4.木材 ･木判品製造菜占.出版印刷 ･同関連産業5,窯菜 ･
土石製品製造第2.金属製品到達集1,一般接械器具製適薬2,捕密機械器具製造業 1),その従












日.__一.｡ー ● l脚 売 潔 ′J､ 克 菜
T 去丈 8 85
十5- 戟 19 一 211
版 請 碩 7.000万円 75.20u万
昭和44年岡山見統計年報より
(5) 教育施設っ術生施設など t
教育砧殻としてR,中学校 1 (赤坂中学校),′ト学校5 (石相小学校 ･凝部小学校 .Jh'･岡′｣､学






第 2葦 自 然 環 境







LXJ2- 1- 1の塵横切峰面凶でも,この 100m轍の山地と2007花板の山地,そして,赤坂町
の北の吉井町に広くひろがる400Tn級の山地を明雌に訳みとることができる.この図は幅500
Tn以内の谷を埋めて描いた塊柿切峰画餅で,畏血をうける前の地形の概略を筏元したものとvlえよ
う｡この図から, 1007n～ 28OTZ, 2801,∫- 4007Lの斜面は比較的急峻であり, 1D0Tn














散在している(囲 211-3 )｡この辞屑壮 2007L面上にのるものと100仇面を刻んだ谷を埋
めるものとがあり,両者はその位憩かエび層相からみて異時の堆棟 と考えられる｡後者は大池 (大
一_9-
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本町でも花樹岩(･iはなはだ しく風化され (写実 2- 1I 1),全 く砂を凍み上げたような状態で
あり,それがパットランド化してVlるところがある｡また写真 2- 1-2のように.マサ化した屑
の下('Cマサ化していない塊状の花樹岩をみることができるところもある｡このようにマサ化した花
梅岩の採集が本町のV,たるところでみられる (写真 2- 1-3).しかし,山肌があらわれたとこ
ろは比較的少な く,山地はほとん ど松や雑木でかかわれているので,近年はマサの崩壊による禎器






写 其 2- 1- 1 風化土Fd
薙部まで風化さIlJl･ドラン ド化している.
写 兵 2- 1- 2 合有山 DJ 頭
上部が風化Ji,下部か未ELTヒ眉O断層も走っているo
-ー15-
写共 2- 1- 5 マサの採鵠
出足付近の採娘現場｡ こういう風食がいたるとEろIjtみられる｡
写先 2- 1- 4 惣分 の山 並 み
相生が酢 ではげ山はみあたらない｡
-14-
























ようo① 2UOmqu-の形成 (Lxj中t'JA ),旬日触基軸面の低下による 1DDTn面の形成 (懐中O,)B),
③再度の捜蝕墓碑面V)低下による谷の形成 径)その布に確屑が堆椀 ⑤その喋層の下刻による現在の
の河#底地の形成 〔国中UJC),町押付irLの海抜 1007nの高さO-JKnick poirltは 1087n
面のll刻に伴ってつ くられ 次号削 こ現在の位筋になったものであろ う｡
引 用 文 献
(1) 金 子 史 朗 (1972) : 地 形 図 説 Ⅰ 55
(難 波 英 子 )
′
′
'1･i束 2-1- 6 惣分川上流の砂防ダム
釧叫ダムは妙の流出を防ぐO
-16-
写兵 2- 1- 7 束汎化の岩姐
節理面がはっきりLない丸い占塊が池分の山中J.I-Cあった｡








図2-1-4 水 系 図
--;70-一




























































(1) 喋層 (山砂利層 )分布
赤坂町は,地質構成の上からみると花樹岩がほとんどであるが,vlわゆる山砂利と呼ばれている
棟層が.わずかに点在する｡ (図 2-211)これらの帯層を,分布地の地名をとって,それぞれ





















ら東軽部にかけて傑屑の存在を記職し, これを宮口襟層 (赤坂喋層群 )と呼んでいる｡
(2) 摸層の比較





間 2- 2- 1 嘆層 (山砂利層)分布
斜顔部か傑層 (山砂利僧)の分布舵臥 等高線(I-i.切袈面のもの














傑 層 風 化 度
(1) 堀 切 傑 層
(.]) 山 手 鞭 屑




















一 棟 屑 円 形 度
(1) 堀 切 傑 層 0.7～ 0.9
(p) 山 手 喋 層 α5～ 0.7
〔t)今 井 鞭 層 0.5- 0.4
注,Krumbeln ｢視察のための円形庭園｣(n:よる｡
(C) 傑層の高度
赤坂町に分布する各棟層が,どのくらV'の高度に位思す るかを, 2万 5千分(Jlの地形図か
ら読み とり,その位際を堀切地域から野間峠へかけての快断面図に囲示した. (凶 2-2-2)
表 2-2 - 5 各硬層の高度
傑 層 高 変 (nO
(イ) 堀 切 確 層 240～ 25D
佃 山 手 蹄 層 19D～200
(Jう 今 井 蹄 層 50～ 70
F)野間峠南書冊 層 40～ 80
(a) 喋の粒径
堆棟物の粒径を調査することは,i蛾 や堆棟と営力の牌係を網べる場合に重要75手がか りとな




粒 径 (叫 め 粒 径 叫 ¢
44 - i 1 D
52 -5 0.5 1
ld -4 0.25 2














サンプルは 5･1kg.粒径 2- 4qqの′｣､襟がわずかに多 く ,他はほぼ平均 している.粒径 52JrhT
以上の大確はあまりたい｡
(∩)山手疎屑
















































(高 田 哲 史 )
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表 2-5-1からもわかるとおり,赤坂町の9年間の年平均気温 (午前9時測定のもの )は12.7
℃,月最高平均気温は 20･5℃,月堆低平均気温比 a 1CであるO赤坂町の平均気温の測定値は午
前9時測定のものしか碍られなかったので,岡山,赤坂,津山の午前9時測定の平均気温を月別に
引算すると表 2-5-2のようになり,その年変化を園に表わすと図 2-5-1のようになる｡











Exj2-5 -5である｡ 占月, 7月, 9月は降水量が 2 D OnR以上で多いが,これは 6月, 7月が梅
雨, 9月が台風の影辞をうけるためである0 1月, 2月, 12月は岡山 赤坂,津山のV,ずれも
5 0mm以下で,当町では45fJ.て 1月. 2月は岡山.津山より少なく,乾燥した気候と在る0
-5トー
衷 2- 5- 1 赤 坂 町 の 気 候
昭和 58年から46年までの9年間の平均
･ 気候 気 温 湿 度(%) 降水丑的 研雪丑叫 日平均風 速(笥) 天 気 日 数＼､軍棄＼月 ∴＼ (℃) (日)平 均 最高平均 最低平均 晴れ 農 b 雨 響
1 0.7 8.5 -ま5 85.5 50.7 5.7 0.87,5 19.7 9.4 1.8 0.1
2 1.5 ad -5.4 85.5 56.5 2.9 17.8 8.4 0.9 0.9
4 12ー0 19.0 - &2 81.2 1.59.8 D 14,5 ll.1 4.4
ち 16.9 24.1 10.5 80.0 157.i 0 19.0 7.1 4.9 0
占 20.5 26_7 14.8 82.5 207.6 0 12.5 12.4 5.1 0
7 24.8 50.6 20.7 8&2 25ま5 8 14.7 12.0 4.5 0
8 28.2 52.2 22,1 85.2 105,6 □ 19,8 9,5 1.9 0
9 20.9 28.2 16.8 86.8 2n5.8 0 15.5 10.4 4.1 0
10 141 22 9.7 61 945 0 88 9 25












25.0 1&2 10.0 4.5 14.4
20.9 14.1 7.9 2.5 12.7
往 :何Ll･軌 UにつL^ては岡山地方気象台の区内乳魚観測累年原簿より計井した0
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/ 2 3 4 √ 6 73 7/o// /1 万
図 2-5- 1 平均気温の年変化園
表 2-5-5 月 別 降 水 丑
昭和 58年から46年までの降水並で単位はHJl
2 5 4 515.5 i207.○ 7 8 9 10 ll 12 F 訂
7 5ム5l 82.6 159.8 157.占 207.4l255.5 105,占 205.8 94.5 55.5 50.4 i,57?.5
荏 :岡山,津山については岡山地方気受台の慢内気象観測累計原帝よb計算した0
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席 札 鼻 リ 雨
〔2088) (/′デモり (37り
∫一I I一l
承 れ そ リ 両
図 2~5-4 赤坂と岡山e)年仰天弐fj数
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4 自 然 災 害
自然現象による社会的,経済的被害を自然災青というo赤坂町で比,大規模をものとして昭和9
年9月. 20年9月tK:台風による被害を,昭和42年 7月, 46年 7月, 47年 7月に梅雨前売釦こ
上る被害をうけたが,特に強く社会的,経済的被害を被ったのは,昭和 47年 7月 10日から 11
日にかけての典中表雨であった｡岡山地方気象台の調べtK:よると, 7月 10日の岡山の降水丑は
4dTJ, 11日は 72.5JrJで, 7月の降水丑は 314Jrkであった｡表 2-5-5からもわかるとお




























轟 2-4-1 土 木 関 係 被 等 状 況
l′
区 分 災 宵 喝 所 (地 区 名 ) 被 等 状 況
大 規 柏 小 成 帽
道 路gi橋 梁 町道 侍行胤 (持行 一新夢敷細出嬰牌 出韓 )小辱谷線 (由津漫 )神 房 桶 佐々木城弘成毛前(山手) 路肩が決漉 したり,土砂が堆秘
矢板百JF蔽 (矢坂 ) するO大規模を もの比交通不能
町
腐 心 櫛(帝位盲田) と在る○
卑小6.噂(驚′｣､頗 ) 町道朋係Lltついては国庫災留分
坂 本 軽く坂本) に選訳されない小規模な箇所が
笠 寺 触(西軽部) 291カ所に適してV,ち.
過
新 道 撫 (東軽部 ) 路面補修を要する延長は 400
町苅Efl北下線 (町苅田 ) Tnにのぼ り,砕石,真砂士の散
芝 法 JQI(坂辺 ) 布をせざるを侍をV,状態であるo
A 行正一鼓氏宅前(大辱)l北見氏斬(坂本)
通
入 江 席 東建EEl 二 又 揺 (由津塵 ) 橋台下部がぐらつくo
西経田席 (商免田 )













表2-4-2 農 作 物 禎 音 状 況
区 分 種 目 被 青 状 況 ー 被 害
面 棟 舶 被害額 (万円 )
水 稲f 水 稲 冠 水出 25,0108 . ) 540埋 没流 失 20.5 15
野 菜 ス イ カ〟き ゅ う り 冠 水没 L 10.04 ) 1.120
鎚 水 1.D 70
な す 浸 水 1.0 50
施 設 野 菜 a .A 0.2 ) 150
そ の 他 浸 水 ま8
果 樹 温 一 重 浸 水 0,5 80
虜 地 ぶ ど う 浸 水 0.1 8
花 木 花 木 浸 水 9.i 80
症 ;赤坂町役場調べによる.




円である.次いで山納れ 150万円.林道 9O万円,虚地 80万円となっていて,復旧兜は計69ロ
万円である｡
ILiた,農道橋 400万円,御地 240万EJj,用水 50万円,計 占90万円がE3;j庫災害分となって
V,ら(表 214-4)0
総括すると,復旧粟は土木関係 4,700万flj,民生関係 10万円,虎林関係 2,958万円,計
7･648万円と,約8 UDO万円近くにのぼ り,庵年 150万円潅度しか災署't5'1日類にあてない当
町にとっては ぐ昭和45年度棟井歳出額をみると,災筈領旧餌は全体の 1.09番に当る 152万7
千円である),予想 もLTかった額であろう｡
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衷 2- 4- 5 農林施設被害状況
区分工事丑 復旧丑(推定,万円)箇所数典(m)農道ld 208 505
用水路 5 90 17
堆 防 1 17 10
典通庸 i dO 40
農 地 8 1.80叫d 80
林 道 2 70 90山崩れ9140 150
裏 2 - 4- 4 国庫災害分点林施設被等状況
極 分 災 書 場 所 復旧鞍(万円)
Bt'通庸 出 軍(1カ所 )今 井 2由津里 ~ I400
溜 池 手織池 (放水路 ) 40
ゴゼウ池 200
























写 兵 2- 4- 1 持行線 の崖朋れ
写実性励士した土砂を取りのぞいた後の様子





写真 2- 4- 5
今井川の濃乱IJCよ9,姓道が一部鮫壊され,土砂が水田内'K
流入している｡
写兵 2-14- 4 岡本丑氏宅地掛 れ
哩がlb3れ m水路や通路 を埋めているO
-41-
写窺2-4- 5 噛れ たコンク1)- ト壁





(Li) 用 水 路
o間本性氏宅地倒れ-通路エTーJT後,盛土rf･路HTかずり落ち, 2 0mにわたb下の用水路を
埋めたoまた,これと通路反対側の用水略をつけた部分の上の崖も刷れ,道路をふさtrtだ (写衷 2
- 4- 4 ).
o林道大谷繍付近-コンクリート壁の横元カえ ぐられて,コンク リー ト壁仕畑地に例嫉し,
その上に土砂が納れ落ちた (写央 2-4-5)O
(e) 山 踊 れ




























(林 洋 子 )
14 1
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第 5章 人 口 と集 落
1 人口移動と人口構成
(i)人口構成
赤磐郡赤坂町の人口は ,昭和 45年(1970年 )の国典調査に上れ雌 人口比 5.884人であ






乗 5- 1- 1 人 口 変 化



































日本は .象 1次大軌終了後からこの時期にかけて比 ,工菜化が進み ,必村部の人口がどんどん工
英地帯の方に移動してきていた｡赤坂町においてもやは9エ発地帯へと労働力が流出していったの
であろう｡そして続く第2次大観後の時代に拭 ,日本の人口も岡山県の人口もそして .赤坂町の人
口も急増している｡ これ比 ,第 2次大戦中に都市からEB･村部に疎開した人々が職後すぐには帰らず
しばらく滞まったためと,外地からの引揚げ者等によるものと思われる｡ しかし.その後の 1950
年 (昭和25年 )からは .赤坂町は激しい勢いで人口が減少してきており.その滅少の監合は ,令
後もあまりゆるく紘ならないであろう｡逆に日本の人口は1950年 (昭和25年 )以来 .とどまる
所を知 らぬ勢で増加 してさておD .これは峨後の引揚げや .近年にかける死亡年令の上昇等にもよ
b.今後も増々増加していくであろうOではなぜこの上うに赤坂町と日本の人口の間VrIは格差があ
るのだろうか｡ 1950年 (昭和25年 )から1955年 (昭和30年 )にかいて拭 .磯暗中(,{疎
開した人々が元の市町村か ,他の市町村に帰ったためだと思われる｡しか し.1955年 (昭和30
年)から19d5年(昭和40年)壇では ,その減少も急になっているO これは .この10年間に
日本の産業も複興し,急速(て発遷 したために.血村の人口が .都市のコ二光地帯へと労働者として流
出したためだと考えられる｡す夜わち赤坂町の人口が流出したのである｡ 19i5年 (昭和40年)
から1970年 (昭和45年 )にかけては .しかし-JS:がら.その叔少も少しゆるくをってきている｡
これは ,岡山市の郊外である赤坂町が .岡山市の発展に伴ない ,住宅地として評価されているのと.
近年の腺商工某地神の発達によ9.他地方に流出する労働力をつなぎ止めているからでもあるB
(2) 人口輿ー動













糞 5-1-5 地区別人口変化指数 ●
(胸和58年を川0とする)
T E- 盲 ~ 昭和58年 昭和41年 ZfI,.て町苅田109105大和田l109595東窪田1010515薗窪田109789由終里109285山口!10b9589一｢一一商推部l1824東礎18098
環崇十二o988412今井10-9占8TJ1多賀一ob40
Lb 犀 lop 105 94
l小 原 100 84 72
央小原 100 95 77
l坂 本 10口 97 ~一丁,i
坂 辺 l 100 92 84
- ｢ 一~'-■lll-一一`-LI 分 ! '08 101 l 95




100を越えてはいるが .5年後の昭和4占年に比 ,PT苅田と東経田の2地区だけが .指数の10




口妹少を示している｡ この ように人口が増加した地区上Dも,人口が渡少した地区の方がその数 も'




合は .昭和 41年 .昭和44年をみると▲ほぼ同じ割合で滅少してか少.男女の格差が太いこと'J=d:
示しているb




｢ 丁;i 411 45?
i東銀 田 i 141. 159 195l
;西 岸 田 109 105l 89
由 相 星 l 2?CI 2日 i 242
199を 185山 口 i 219
酉 塵 邦 194 198 ･ー 95
光 輝 部 ; 214 194 184
再 任 古 田 84 62 l 58! 82北佐 98 95
今 旦 ｣ 110 108 94
LL 究 : 228 214 178】
lLtl g_1 74 74 70
毒小 原 104 84 占9
典 小 原 ー 51 30 i 24
坂 本 ! 80 8u 81
攻 甲 _I_ 140 122 108
I-T=Ep-I 分 122 125 107
惣 分 159 122 1 104
大 50 42I 51
矢 坂 49 48l 7
｢---L生 "_ 辛 94 88 85i
乗 5-1-5 地区別人口変化 (男)指数
地 区 名 昭和8年昭和41年昭司町苅田100 100 1D7大苅田100 97 97
E溌 住 田 108 99 157
西 理 田 1【】0 94 82
由 砕 旦 1UO 91 85
山 口 100 t 91 84
西ー 経 部 100! " 2 101
茶 傭 部 100 91 85
北佐 古 E可 100 95 84
今 井 100 98 一丁｢
多 賀 1OD 94 78
!仙 100 10_D 95 ■
区 原 10D 81 ddijL,t原 100! 97 77版本 100 100 101坂辺 10【】 87 77
.下介 1【】0 I 102 88
惣 分 100 88 75
大 屋 1【】4 70 ,
矢 坂 098 74.
山 手 1OD94 88
L全 計 i 10!9 5 ■ 90｣
以1のように赤坂町では ,交通の俵が悪く.町の中心からも連t^不便な地区 .すなわち小原 ,輿
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小原 .憩分 ,大臣 .矢板のような地区は .もちろん蕃しく過疎が進んでいるが ;その他の町苅田 ,
東窪田以外の地区もやはり人口は滅少しつつあD,今後も一層^口は減少 していくであろ)｡
表5-1- 占 地区別人rj,AIヒ(女) 乗 5-1- 7 地区別^ロ変化 (女)I轍
町 苅 田 424 4141
大 苅 田 127 11dl 112
兼 窪 田 185 174 222
西 窪 田 150 127 120
由 津 里 542 521 295
山 口 211 210 19 8
酉 軽 部 210 214194
兼 戟 部 245 222 211
再任吉 良 89 88 74
北佐古 田 114 100 92
今 井 121 115 ?5
多 焚 274 257 '225
山 鹿 78 85 74
小 原 109∫ - 一計 +1'爽 ｣､ 27
坂 本 82 78 78
坂 辺 155 148f 158
下 分 152 152 151
r9--叫 一-分 142 152■ 10729伝- 良 59矢坂ー~~~一山 r4 48 58
山手1_051【】0 88
町 苅 田 100 98
大 苅 田 100 7
禁 煙 用 1【=】 108
酋 笹 田 100 98
由 浄 里 100 94
さ山口 卜 100 100
l多焚Llo三上 64100! 82出藍 97
,小 原l 100 90l 81央小 原 100 95 81
坂 本 10D 95 95
衷 辺 I 1DO 95 90
これを世帯数からみると,町苅El,大苅田 .東珪田 .西蓮田,酋磯部 ,東軽部等の赤坂町の中心
地域は .その世帯数も増加し(山口.坂本を除 く).また雨佐古田 .小原 ,剣 ･原は一定 している｡
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黄 5-1-8 地区別世帯数変化 衷 5-1-9 地区別世帯数変化指数
㍍ 言 ㌻ 妄 信 蒜5時 昭和41年 昭和48年 lI
!町 苅 田 -7 74_It 184 208
大 苅 田 l 5.i 51 52
甘 言 可 ~ `8 75 118
西 経 用 54 55 55
由 津 里 t .25 121 121
山 口. 9日 95 97
西 軽 部 91 91 103
東 凝 部 96 94 97
南 佐 古 田 56l 58 56
㌫ ㌫ 石 目て 49 48 47
今 井 51 50 50
多 喪 l 100 98 98
′J､ 原 45 44 45
奥 ′J､原 12 12⊥_ 12
坂 本1 41 40 42
l坂辺75 d7I 70下分80 60 5d
惣 分 58 57 5占
大 屋 22 20 19
失 坂 24 25 20
山 手 44 41 42
地 区 名 昭和58年 渇- 年｢-昭和44年
町 苅 田 100 106 119
大 苅 田 1OD 100 102i
I東 経 田 100 110 172
西 経 田 100 98 102
由 津 里 100 97I; 97
山 口 100 181 ･oT
菌 軽 部 100 1〔=〕 104
釆 枢 部 1t】0 98 101海佐古田 100 100 100北佐古田 1OD 98 96'今井 loo 98l 98
多 賀 10811, 98 98
出 産 1DO 97 94
′j､ 原 1(】0 98 " ol
奥 小 原 100 100 100
坂 本 100 98 102
坂 辺 100 92I 9`ム
下 分 i .DO 100 95
惣 分 100 98 97
大 屋 100 91 86:
矢 坂 10D 96 85
山 手 100 95 95
その他の地区総 .世帯数 も沸少 している｡世帯数の増加 している地区の中で .東経田は昭利 41年
110.昭和 46年 172と一挙に増加 していて .これ比東窪田が近年 .岡山市の郊外としての役
目を果た してきたことを示しているo小原 .奥′J､原は .世帯数は-定 しているが .前に見たように .
人口が叔少 しているので .労働者が洗出 し,子供や老人が残っていると思われるoまた ,大屋 .失




それでは .赤坂町にお･ける転入 ･転出を以下赤坂町役場住民移動届によって見ること忙 しよう｡
第2次大磯後赤坂町の人口が急激に減少 したのは .前に見てきたが ,この人口淑少は自然増加と自
然滅少の差よDも.主に転出者数と転入者数の差忙あらわれている｡











41年 .昭和46年の5カ年を比較してみると,ます転出者の方では ,この5カ年を通して .岡山
県が窮 1位で ,昭和38年の転出者のうち約dd勉 ,昭和 41年の約64%.昭和46年d如5年
と4割以上を占めているo岡山県については .後に姉しく述べること(.,Cして.他府県の窮1位比 .
5カ年ともに大阪府である｡
しかし'全体の中のその比-*は ,昭和 58年が約 15% .昭和41年が約9.8% .昭和 46年が
約&4%と年 低々下 してきているO以下 5位 .4位 .5位は広島県と兵庫県と東京都が占めている｡
全体のうちで中凶地方の他県の占める割合は .昭1n58年が約i9% .昭和41年が約d.5% .昭
和46年が約 6.9%と年々増加 していってレ､る｡転出者のうち西日本が占める割合紘 .全体の)ち









昭 和 4 1 年 度
僻位 都道府県名i級
1 岡 山 県 245
2 大 阪 腐 l 3ム
3 l兵 庫 県 20
4 広 島 県 15l
5 東 京 都 15
d 香 川 腺 占
7京 都 府 5
〟 島 根 県】 ′′
9 神奈川 腺 4
〟 変 知 腺 〟
ll 奈 良 鬼 5
〟 山 口 県 I〝
15 静 岡 県 2
〟 三 五 県i 〟
i 〝盲愛 .控 県‡ 〟
! 18 l北 海 道i 1
〟.埼 玉 腺l〝
〟'千 葦 原 蔓 〝
〟 鳥 取 股 ′′
lJ "王佐 賀 叫 〝
〟 力無 年 収 〟
不 詳 8
昭 和 4 d-妄 ~妄｢
順位 都道府県名 総数
1 岡 山 県 18占
2 大 阪 腐 2■5
5 広 島 県 18
4 兵 庫 腺 17
5 東 京 都 15
d 京 舟 4
7 神奈 川 腺 4
′ 愛 知 県｢〟
9 静 岡 県 2
〟 奈 良 県 l 〝
〟 香 川 株 〟l
12 北 海 道 ! 1
I ′ 埼 玉 腺 〟
〟 千 葉 腺 1" i
〟 和歌 山 県 〟
〟 鳥 取 腺 I〟
ド -山 口 膿 i 〝〟 I愛 せ 淋 ! 〟 一〟 I




腺 .東京都が1位を占めている｡また ,転入者においでも西日本の占める削合は .昭和58年が約
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90%,昭和41年が約77% .昭利 4占年-,.LIL 9 lbt,とや(,.I_lbその大部分を占めているO
表 3-1-12 前陸地別転入者数
?




昭 和 4 6 年 度
Ll__｣合 す｢12dl
赤坂町役場住民移動局よL)
以上 板Lii者と転入者の政を別々に見てきたが .酎 rJ者の数が転入者の数の昭和 58年で約 1.5倍 ,
n召和41年で 1･4倍 .昭和46年で約 1.1倍と多vlの杜 ,転出する人々がただ畔に出稼ぎとして振
出するのではT=くて ,虹出府Jt,'<Vこ労働者として留1ることを示している｡その例として,大阪腐 .
兵庫iF,-I(,東京都等また ,散は少をいが神奈川県 .愛知妹も同様である｡その他の中国地方の9.1-や四
国の原など近接府脱にも多くみ_られる｡赤坂町に .岡山凍内-の転Hjが多くみられるのは , 仰山市.
倉敢市という都市に近く'腺両都市の文化圏く仁あるためであろう｡次に他府県-の男女別の転軌 転
入を昭和 58鶏 昭和41輔,昭和 46年とについて見てみよう｡
まず前任地'rCついて見てみようO大坂府について仏 昭和 38年が男が女の2･5倍 昭和 41年に
紘 ll2倍,昭和 46J'rl'lこrt逆に女が男の 1･5倍となって年 女々子の転入峯が上がってきている｡IpJじ
-5.7.-
傾向が東京私と広島県にも見られる｡また転出先VCついて見てみると･大阪村で比･昭和58年忙





表 5-1-15 昭和58年鑑転入 ･転出者の前任地 ･転出先調べ(都道府県別 )
( 前 臣 地
総 計 男 女
｢元 海 道l 1 1
宮 城 県
群 馬 県 1 1
;埼 玉 腺
千 葉 膿 2 1 1
.東 京 都 5 5 2
静 岡 県
,愛 知 腺 1 1
…三.立 派 1 1
滋 賀 県
京 都 府 1 1
奈 良 .派
大 阪 腐 15 9 4
和歌 山 腹
兵 庫 県 18 12 d
鳥 取 脱 5 5
島_ 根 県
岡 山 腺 148 40 ~88
広 島 腺 5 2 1 I
山 口 腺
i 香 川 県 2 1 1
I 空 挺 腺 -
福 岡 県 L 9I 4 5
_佐 粥 腹
沖 縄 朕lJ.■_._- ._ I l l
ど -ふ て汁 年 ; 21,_…TT:-㌃~ 5
~頂 ｢ 訂 一首 二 二コ










表 5 - 1 1 1 4 昭 和 41年ま転入 ･転出者の前任地･転出先調べ(都道府県別)
前 任 地
総数 男 ｢ ~盲
北 海 道 2 2
….旦_d 城 腺 2 1 1
埼 玉 県
千 葉 県 1 1 I
東 京 都10 5 5
神奈川県
静 岡膿2 1 I1■
愛 知県2 21 - -1三 重腺 1
滋 賀県 1 1
京 都府. 5 2 五
大 阪 府 2 12 10
兵 庫 県 占 2 4
奈 良 県
.亀 取腺 1 ll島根県t -一M一･.~T岡山県31717510号コ広島腺 1 7｢ 1山口腺 1- 1香川県44 2愛捷腺22
-51i-
第 5-1-15 昭和46年鑑 転入 ･転出者の前任地 ･転出先調べ (都道jf･,',);I,･別 )
千 夷 R]'
東 京 都 5 2 5
･ 神 奈 川 脱 I
瀞 岡 原愛 知 県 I ･｢5 5 i 2
三 重 県 1 ' l :
滋 粥 腹 1 1i
和 歌 山 児
二言一 三 諾 4 I 1 l S~~~丁 ~
大 阪 府 57 i 16l 21
兵 倖 県 ll 占 ! 5
..払 取 膜 I
岡 山 県 102 ! 82 ■ 10 i
一■-一~~一一} †-一一~一一一i f
d至_ 川 股 2 i 2
)愛 媛 脹I I _｣
t棟 島 .県 1 1∈】
l 186 7 85｣ _⊥聖 1
1e 11 Ⅰ 7
1 i 1 書




るであろうか｡転入 ･転出ともに岡山AT{の総数を見てみると.駒旺地の方は ,昭和 58年に女子仕
男子の 15倍 ,昭和41年作は115倍 ,打口和4占年には 1.2倍 ,･また転出先の方では .昭和 38年















表 5-1-17 昭和41年 赤坂町-腺内地地竣価の移動にお･ける駒臣地 .転出先調べ
‥‥ ~ 一 一 一｢- ~~,yJ-a:-1㌻~-‥ ~-‥ ‥ -b; JL.‥~先~~ ~~
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柔 5-1-18 BEJ.和 44年 赤坂町一塊内地地域間の移動における前任地 ･転出先調べ
岡 山 市 1 8D
L






















和 気 郡1 7
L 轡一 旦一旦 十 三l 共 廃 部
l - 182｣ 合 計 _
? ? ? ? ? ?







る｡ これは赤坂町への転入の男女差が昭和 58年に杜男22人 ,女25人 .昭和 41年には男28
人 ,女 57人 ,昭和4占年には男58人 ,女42人とその毒が少ないことからもわかる｡岡山禰t,･C
次いで赤磐郡内が庄倒的(,C多くなってレ､る.すなわち昭和 58年に比 21人(桐山妹内全体の約 12
,0')昭和41年には 28人 (1,q山腹内全体,D約1絹 )昭和48年には44人(岡山保内全体Z)約24
%)となって .ここでも次ElJ-に相加してきている｡同山市からの転入の人数が次窮に多 くなってい
るのに対して .倉故市は岩'J和 58年には20人 (仙iJylと内全休の約 14% ),昭和41年には15




年には岡山市 .赤磐都の全体の中に占める割合は約 `2%であったが .昭和4占年l･'Cはその割合が
約占8%にも及び.次芳郎て転入する地域が1睨られてきている｡
それでは転出について見てみようO昭和38年 .41年 .4占年と全体を通じて最も多いのはや




かしその数綻 ,昭和58年 .昭和41年 一昭和48年とも全体のうちの 10%位で一定している｡
務 5位には分数市があるが .その数は転入の磁合とは逆に昭和58年が 12人で全体の約d% .昭
和41年が28人で全体の約8% ,昭和44年が 21人で全体の約 11%とその教は増加しつつあ
るocれ比水島工業地帯-労働者とL/a 出していること街もていも その中の男女の比'JCも変化4秒りvlr'榊
-59-
58年には男と女の比比 .女子が男子Q)2憎であったが .昭和41年には逆に男子が女子の15倍 J
昭和46年には男子壮女子の 1.8倍と年 男々子の労働者の流出が日立IDてきている｡ここで Jこの
5年間を比較 してみると.昭和58年と昭和41年の関には大きく人数の変化があるが .昭和 41
年と昭和48年には ,殆んど変化がないということであるO これは昭和50年代になって日本のエ
紫が急適に発展し.多くの労働者が必要と凍ったからであ9,この赤坂町も日本の他の蝕村地帯と
同じ傾向を示 したと思われる｡ しかしとの急敢な人口淑少も昭和 iO年代になると落ち発きはじめ
ている｡転出の方では.岡山市と赤軽部 と倉敷市とで昭和 58年 .昭和41年 .昭利 44年ともに
全体の4分の 5を占めている｡以上の上うに .ここでは赤坂町全体での転入 .転出を見てきたが 一
次に赤坂町を地区別に見てみよう｡
表 ト ト 19 昭和58年 赤坂町内の移動における前任地･現住地的ベ
～lL T 現 臣 地 ｢総 数 ｢ 頂 ~一一小 一妄 ~~1
I 町 苅 田 5?l15 I 24
ト- --- - 一一 一.】 大 苅 田 7 5 4
T 兼 窪 田 12 2 10
菌 窪 田 ムー 4 28' 由 津 里 . 14 8
! 山 口 14 9 7
l 西 梶 部 12 5 7
一 束 軽 部 ll 占 ･5
｢ 訂 盲 1 ｢盲J 4 2 2
【北佐 古 田 8 4 4
｣ 今 井 1+1 1 5 d
' 多 究 l 18 ! 川 df
出 屋
T~小一~L-ー-◆~TL｢庶-A 14 7 7
奥 小 原
坂 本 i】
: 坂 _生 ｣t 14 8. 8
r 寺 ーI一一一 分 t I





14 ,千- -lT '
I 19 10 ! 9
8 4 2 ー
20 7 15
18 10 4 ,il
25 8 15 !
22 ll ll
7 5 4 '
12 4 4
25 一一十15 i lo
27 1TT- 丁｢l
8 55





表 5-1-20 昭和 41年 赤坂町内の移動における前任地 ･現陸地調べ
総人口 l 男 女
町 苅 田 44 55 51
大 苅 田 4 5 1
東 窪 田 24 J lD 14
西 窪 田 I 5 1
由 浄 旦 17 8 9
山 口 17 J d ll
l 西 軽 部 l t9 9 10 !
兼 種 部 l 20 9 ll
5甫 佐 古 田 l 7J 4
-北佐古田 ー 15 7 る
今 井 8 2 占
l多 究ト---- 25 ll 14
出 屋' Iー｣-｣
～土_-NI｣6+ 8 4 4l十
央小原 -
I!坂 本l 1 1辺28一下分｣ I】憩分103｢7L大屋2111･矢坂一
山 手 占l_ _- 2 4i
-81-
⊂ 二亘 二三 二互蒜｢ ~~仙｢
総人口 罪 女
41 L S. 50
ll 4.7178二985551jS1427≡,41 5








1 12 ･占 占
襲 511-21 昭利 4 占年 ,隷 iqlブヨの移劫t,Cお小ナる前色地 ･現住所調べ
｢ 現 住 地 l
総 壷｢｢一高~T~盲叫
町 苅 田 68 5929
大 苅 田 l 5 る
東 ■陸 田 2ー 10 l
西 ~蓮 田 l 8 2 d
由 .津 里 14 5 9
｢ 五 一- D td 9 7
西 磯 部 50 21 29｣東軽部 15 8 7南佐古m北田9 5 i今井189 7.多賀I)出屋l47i小原l奥小 I坂本辺4 2 2下分20 10 l 10惣大屋5 1 2矢板2 2i一
ト 山 手. 5 2 1
l 合 計 271 150 140
前 任 地






22 15 920 9 ll19 9 10dr5 さ10 5 7
7 5 4
17 ム ll
I 15 7 d
｣ =___.一_
｢ T 5 5
24 14 188 5 5
I
4 2 2
転入につレーて昭和 58年 ,昭和 41年 ,昭和46年と見てみるといずれを見ても旧鳥取上村 (チ
なわち町苅田 ･大苅田 ･東経田 ･西経田 .由津里 ･山口)の地区が多く,それぞれの年に全体の約
42%,約49% ,約50%の割合i･占めている｡その中の個々の地区を･見てみると.町苅田 .大
苅田 '東窪田は増加 .西窪田 ,由津塵 ,山口壮ほほ一定と怒っている｡旧碗都村 (西聴部 .来聴部 ,
南佐古田 .北住古田 ,今井 ,多額 ,H･l崖 )を全体としてみると.昭和58年が 28% ,昭和41年
が55% ,昭和46年が40%と年々の増加がtE]一鴎取上村よbも大きくなっている｡そのうちでも
西厳邦地区が昭和4d年(,i昭和 58年の 4･2倍も増加 しているのは目立っている｡
その他の地区はやや娩少かやや増加と.たいして大きな変動はないo旧笹岡村 (小原 .奥小原 ,
坂本 ･坂辺 J下分 .紙分 ,大鎚 .矢板 .山手 )を全体として見てみるt.昭和 58年が約 50% ,昭
和 = 年が約 1占舛 ･:FJJj46年か約 10/%と年.その転入鰍ま減少 している｡ この地区の人口拭
一一ム2-
年 々沫少をしていて .増加 している地区は見られなし′､oそしてその狭少の割合も大きなものであるB
転入者の多 くは .岡山に近い交通の俵も良いところに来ることが ,この結果わかってくる｡転出者
を見てみると .それぞれの旧村内の全人口の糾合をとってみると,旧鳥取1村は4%から6%に増
力f日日横部材では5如･ら4串に減少,旧征岡村では約4･1軸lら約4.3年に増加と在り,旧軽部村たけが転






が増加したが .その中で ,人口の流出が多いのは .やはb赤坂町の中心恥から触れた便利の悪い所
である｡転Hjする人々比 .その多くは岡山頗内の工業地青か .阪神工業地帯に集中している｡現在 ,
赤坂町も住宅地として利用されはじめ .兼窪田など一朝では人口比増加 しつつあるが .やはbその
他の地区紘減少している｡しかし.将来 .岡山市の人口が増え .赤坂町もその文化圏とをD,一体
となれば .少 しは人口の流出も防げるかもしれない｡ しかし.やはi)水鳥工薬地帯が近くにひかえ .
阪神工共地帯とも新幹鰍h=よ9､よi)早く結びつけられた今や .やはb赤坂町の人口は流出してゆく
であろう｡








｢都市への散 しい人口移動は人口波少地域にも椎 Aの同港を提起 している｡人口減少地域におけ
J
る開展をLt過密問題 '忙羽する忠床で 過疎問題 と叶か辿疎を人口減少のため!.C一定の生活水準
を維持することが困難になった状態 .たとえば防災 .教育 ,探健などの地域辻女O-も鞘 的粂件の維
-ム5-
持が尉姓になり.それととも(,C戦w.の合理的利用が的難となって地域の生産機髄が器しく低下する






















る｡日本経済は放牧の荒廃から出発し.軸鮮戦争の棚 ブームを契椴に清々と複舛 したが .50年
代に入D.神武珊 J岩戸食気を経て溌奥的な拡大 ,発展をとげた｡ この高度成長は技術革新 .外








赤坂町の中心地で .町役場 ,公民血 .商店がたち並んでいる町苅田から,車で約20分あま b
県道岡山～林野瀬を .川に沿って北に上っていくと｢坂辺｣という宇野バスの停留所がある｡そこ
から約 100- 200m束に入る｡ くねくねと曲った山道を進んでいくと.正清寺とい う.大きな
か寺がみえてくる. ここからが大屋部落である｡この群落比ほとんど材木に否われておE).その周
に田と畑と家が散在している｡また ,一家を･あげてとの部落を艇れたために .士勤 iくすれおち荒









紘, 7反 1ム歩であるoまた, 1戸当たりの畑両横払 2









6反 .ナス約6反 .いも頻5反 5畝となb.その他果樹 (柿･栗 .西瓜 ).そさい類という版であ
る｡そのほか一軒のみではあるが2反る畝あまiIを桑園にあてている家もある｡このように .凹は~
そのほとんどが米作にあてられているが .米以外の作物を作ることに上って,耕作転換がおこなわ
れている｡また .1戸あたDの休耕面概 1反5畝 26歩にみられるように大部分の農家が休耕をお
こなっている｡休耕について尋ねてみると,｢渡田故兼のため .5年前上9度のあたbまでめ りこ
んでこせっていた深田i･現在休耕 している｡ ｣とレ､)答が返ってきた｡各曲家がそれなb忙収唖の
憩い土地とか .作菜上不都合なi:地を荒地 .および .休耕地にあてているn米よりほかの作物につ
いて尋ねると,｢粟の木の間のあいている均所にじ十がい もを植えている｡｣とかrt='-マンを
4- 5年前1り栽培しているが .同じ場所に植えると,年々収種が悪 くなって くる｡｣とい うよう
-ム5--
に.栽培上にくふ うがこらされてレ､る｡ それぞれの野菜類や ,マツタケ ,果樹など壮箱詰めに して
出発協同組合に供Ftiしている｡
葵 5-2-2 ｢大屋 ｣良家の経営規模かよび作付作物と作付面容i ,
函I _B.LJIP-
1反未満 ! 0戸1
1- 2反 i o
2- 5反 i 11
5- 4反 : 2
4- 5反 1 1
5- 占反 ! 5
6- 7反 ; 1

























休 耕 地_I2 ;5 1855
桑 園 2反 6畝 14歩 (一軒のみ )
一戸あたb田面梯 7反 1占歩
一戸 あたb細面茄 2反 5畝 19歩
(昭和4占年春夏利用状況調査委 )











良林省の｢出家経済舶査 ｣によれは .1970年度 1戸当b平均で総所得中のJL.'溌 所得は 5占.5
%にすぎ夜h Q耕作経営面LTL別に盈斧所櫓で家軒朗をどの程庇まか改えるかなみるとa5ぬ未満で
比28,%にみたず .O･5- 1ねで59% ,1ll‡以上でようやく70%に述するに過ぎない｡
こうして現在大多数の出民はぷ抄t所得にたよってか少.凸菜だけで生活するいわゆる軸菜鹿家戸


























昭和 40年の鹿林業i/サス忙よれ仏 蝕莱就果人口比 この10年間JK 29,5車成少しフて 1.0
25万人'Kなり■戯家 (東日本で 10､a以上,西日本で5a以上経常)の戸数も1118多減少した.
しかも.その比婆成案人口のうち男は5a9車 忙すぎず, 占0才以上の老年層が 27飾 他連発では
60才以上性男a4醜 女 4･7飾)yc･もなっn､も しす)ゆ胡生業労ty,力の｢老婦化｣であるO
一方生産面においては .出菜機械のせ及 .技術革新に伴 う点薬生産の増大と生産力の一定の発展
紘 ,きわめて特異を形をとって進行している｡桝種のうち米の生産は原調に増大 して 1.50O-1.40C
万台に遷 し,国内需要をまかなうだけでなく.すでに過剰の状感に遷 してV,る｡ しかし畑作物では .
茨類の昭和45年の生産壮 100万七で10年前の50%にたらす ,戦後鎗大の 400万tの 20
%余忙しか放らないo とうもろこし,そば等の雑.軌 豆類 ,い も類の生産も年々減少している｡
-ム7-
そして畑作物の輸入依存度 (金成)は 1960年の58多から19d9年の71弔 (昭和 4･.5年洗
薬白脊)-と急上昇している｡
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大尾形拓紘 一^ ロ(昭和 47年現在 )42人で^ロのうちわけは .男 52人.女王0人 .年々献




表 5-2-5 大屋の世帯数 および^口の 射 ヒ ー




























にす る｡ まず. 出生音数は表 31 2- 8 で もわか るとお り昭和 5 8年か ら昭
和 4 日 Fまでの 8年間に, わ ず か 5人 で あ る｡ そ れ K:比 し て . 死 亡 者
-ふ')-
故綻 .表5-2-7によると同年間に10^と1Lっている｡死亡者数は昭和41年 .44年ともに
昭和 5 8年の5分の 1忙減少 して仕いるが 一出生者数があtbにも少なすぎることから .^ ロ全体
が穣鹿に渡少 しているOさらに現在 .出生に関与する年齢層が少なくなってきているため 'これか
らも転出のみならず .自然的忙^ロが叔少 していくと考えられる｡
つまb表5-2-8からもわかる1うに ,年齢階層別にすると.現在比丘5才以上の老年層が 1
位をしめ ,さらに60-44才の^が2番目に多く.5位が 10-14才 .35-39才 ,45-
49才 .55-59才 .と比較的に高年齢層で^口が占められている｡ このように .50才以上の
^が総人口の約42%と過半数に近い｡45才以上の人についてみれば .なんと総^口の半分以上
になる｡それに くらべて .0-9才 .25-54才はともに2人としへE)非常に少ない｡ 0-9才ま
での幼児が少ないということは .表 5-2-6の出生者数が非常に少ないということから理解でき
る.25-54才の^が非常に少ないととは .いわゆる社会的増叔 (転出)に多 く関係 している｡
一乗う 5ー-9,川でもわかる上)に .転入者は昭和 58年 エb献少 してい く傾向にある.それVCく
らべて .転出者数扶41年度が一番多 く,46年度は41年度の2分の 1くらいに壮なっているが .
それでも転入者数の5倍にちかい｡特に女子の転出者が多い｡
衷5-2-9 転出者数の変化 I
三 ∴ 二 二 二
衣5-2-10 転入者数の変化
-:㍗ :~ 三~




就 学 1 1




L前述 の 2 5- 54才 までの人 が 少 ない とい うこ とにつ い てみ ると. 表 5- 2-
12か らち よう とそ れ 'jCあ った 2 5- 5 4才の 癌Eti者政 が騰 転 出者政 の 5 0〆以


































総 計 i 29 18 t ll
(昭和 47年 7月現在 )
で45才以上の人数についで2番目に多い｡転出者の呂的別に分けると.女2人がki=婚のためを除










戯閑期を利用しての出稼ぎが大部分で.期紬的に多い^で 15- 20日.少ない人で 1年に


















同している鼓家集団｣である｡ したがって農道 ,典兼用碓排水施設 ,共用林野 ,鹿襲用の各種呼物























dO ～ 占4 1 2
55.一一 59 I さ
50～ 54 1 5･■-
45 - 49 0 0- - -
40 ～ 44 口 0
55 ～ 59 0 1
30 - 54 0 0
25- 29 0 0
20 - 24 ロ0




･ 熊落地理胡座 窮2春 木 内 借 裁
･ 日本の過疎地帯 今 井 幸 彦



















第 4牽 古 代 中 世 の 赤 坂 町
1 条 里 制 の展 開
(1)集塵制の概略
例えげ大日本百科8T射 てよれば,条里制とれ ｢日本古代の土地r/画制度であり土地を約 654
メ-トル (5aD渉 -ム町. 1妙V:16尺) の机で.平面南北にLJ.画しそこt/こできた方形の 1区 画
の.十地毛_ql･と呼び,塵の東西列を北から軒､1T,2免と名つけてV,く0 -1た_Q･_の南北列を取
両方向('･:1男, 2塵と名1+けてい くo段はさらl一休lTgを約 109メ- トル (1町) e:とtn=d咋介
し.方 1町 (1坪)の土地 5dK分けるh坪と川 )の 1隅を酪 点として.tE;行式 あるいけ千,rv式に 1
坪から5Aの坪寸で脚悉 (坪並)i:つける0号らIr珊 tその一刀をム歩 (-'′)11,I- ト′レ)づつ
紗長 く10-T分する地 主即地利と. 1iTJを 12歩づつ 5等分し.他の一辺をZ等介した半折貯)也
割と-/,iあるO とITlが粂Ei制地割の敵中基本叩tjlの 1尺である( ある 1段の土地は坪の境界の畔
あぜ)を軌 .-51(畔本,経本)とすることに上一で何や仲里何坪何経本何段 Flとい うようiこJl･11:帆
















図 4- 1- 1











多 重 地 割 の 鞍 略
-75-
こコ
V'ることもあるo条里制はとく("=畿内.漸戸内海治鼠 北九州 近江.薬汲 越前なとで発達し.






















別 冊+神 社文苛の神主究陽朝臣某訴状 (1195年),金LLJ等文笹の金山寺免田下地和与状 (1
289年 ) ,仰中国プ●上衣郡服部外囲 (1298年以前).などが古V,ものであり条里制の施行か
示されてV,るn条里制の過納分布比備凱 備中.襲作の 5国ともEil府跡の十佃 に締鑑か淡であり
多(は河のeFL九にそった平野地帯LA=あるO古吋i-,古代の寺院比や神礼の分布状況とも一致してい
fJn これらの地域はHやくから水田幾案か騒けた古代にかける生産地城であ9,文化地域で もあ
っ-/Cとあるn ｢剛 ｣頻出地史｣によれば漸戸付近にかける絶 技赤軒郡瀬戸町を中心として上道
郁平駄浮榊.玉jtの5柑 赤紫郡市軌 高臥 高A.西山,,r3取上 軽部の雛村にわたってお
りqL川流域に燭 していろ∩木嶋抄にかける赤坂酌の蓉部肘 LO 臥 笹軌 優部の5村にあた9息
-7占-
取郷は以前札 61-取1,中.下の 5村か上ひ西山村にわかれ そJlか ら鳥取1.西LIJ,高鮎の5村
とlEったものである∩付近一帯の地(rtいろいろそせV,名称 五･のこし大規模 攻前方後Pj唄やその他
の大小古墳群(-1粂壁掛′こ何 らか臥係しているらLLへ,.-鮭に地方一帯('こ区画紫件とした灸里の地
形二〔葬っているか名称比 あせり残 っていない｡ 丙軽軌の笠地山沖.+.専 多'JFの百滴山前光･寄･,笹
簡利大屋の金鬼寺.正溝寺などtr.1,平安初助の山城伽藍の寺であって各寺悌免田として条里坪名
を記載した多くの史判が所辞されていたらLいか現在はほ とん ど失fFわれて しまったと恩タ_ると
ある∩赤軒郡誌によれげ.赤坂町にみ られる免劉 ま商は西山 高槻の両村全体にわた lr),北は斬
部村(でもかエんでいるO 隣保地名にEr.i.耽崎VC八 Jr坪.九ノ坪.河本にか L,秤,三ノ粍 九ノ坪.
南方にT阻 二井に赫軌 沖略忙榊士T'.恥[H/LIナノFF.八ノ坪.斗有L,Cflノ粍 /しノ坪,rtj津tP
に酎三十六.fRf.三十六, 来任洞 に八ケ坪 ナ抑圧.(･⊂T/i:ノ1-'.列ノfF,町苅mt'C和ノ坪.梅ケ坪,
束轡苦E'('こ大坪,柳が｢,北1/(.1占即こ蝉ノ坪杏どカubJっoヰた東経ElKiてt｢カ=めら石｣とい う花榊岩
か2ヶ所あるO 鮒11什 七等11=1,rJ収は｢LrEらみ71｣か 5ヶ所あるo これ らp-)もの拭野里肘伊跡の
El槍であると′酎 つれ TLめ C,右 もih=らみTA.Lも好日.Tiのことて.条里をまっすぐにす るためZJC川vI
L-,オ1たFlしい(そ して条塵の粍 白筋壮大9JT忙-,Ct'f7I,t仁,Lく.神聖視されたらしvlo
(51 条=qji.地割の地域と魚壁の11!原
軌空写共 2枚と四位肌 取締肌 大苅軌 町TlLLj,巾粁礼 節嘩臥 所解離e)地新厚lを伸用 し,
地雅欄 托国土地理院｢万'呂り 25000ロガの 1女性斤1LたO古代の鮮令ljij家を維手即 勺[･C支持 し
ヰた寒鮒経常にひとつの才節削り手段を与えた新書用州1.地表Jr逓右京項G::,rn,･おうので化僻的広V･t恥四
香_巌無しうる新生写共作&._和であるO 穿き削帆6-払榊 ゴ晩学写Al一己でJF;rLば. 道路,恥畦畔のつく
る士地割か敢然としてV,て近fけ新郎 コ,新 しい[,7両冊 ilと忙は軌や道路かせせい範馳Pgで画触
的に辿杭 しているわけでもたく,糾iWIL.,範即で,断続 Lつつ少 しkT左右にゆ,11つつ非本的Kq:i
臥-的原理昨よっ-(追掛や醇か直交しているので･'あZ｡息JrL上村地域と艇部地域の解_'4号石丸を も
とr('-したので,北佐井汁1ヤ柳 の-})QjL,沸べ て V,希い.､耽笠写寅によれば赤壊町集塵の過神灯UJ恥
剛か ら連綿Lて.東洋肌 田〕利札 大利肌 Lb軌什頒灘 の平野部でみられ -AT_軽郎 申確 執の平
地部でもみ られたハuJnや西経日代 組み ら;hTrカニった｡l･44-1-2は地形図1の道路や恥を敬

















ロ Lfl& (.fl由1I.すずモ阜lJ,hr.711わけ Jl叩 1
t叫..7}†.fJLQL5p-f.













もので占00分の 1がふつうであるハ所持El.:r長藤EEI.大苅臥 町苅臥 由津具,粟軽部.西軽
部の地脈図をみたれ 西経FFlには粂_軋別の池柄拭みられなV,し,他の地域も航空等兵でみた所に
条 里制の区画がみつかったo地肺底には井ノflf'".六ノ坪.八ケ坪,栴ケ鴇 柿ケ規 西三十六,
東三十六.柳坪.大坪.久坪などの名称がみい出された∩図 4- 11 4は地肺岡の地名を航空写
真でわかった区酢 あてはめたものである071た軌 山県農地亀 廃弊君喝 簡山村卑P中の条里
… 係の古鯛 をみたところ･r南LU県舶 唱 に矧 碓 桝区図- 師 上村大苅田耕区図･開 村
河本桝区軌 赤射脚 山村大手前尋区条里池1Ll:があOr細 部琶忙町苅田付近坪割馳 iあ9,廃 山
村野 西中区桝区岡があった-河本桝区恥 遠方なので調べなかった∩ 属 山村塾の西中区耕区図
と地 史のそれとはQ15Lr-f同じである∩ これと軌 仲 里の軌 u村全図欄 や道郎 そって条里区画
を甘さこんだものや.地形阿t,C同様のことをLたもの.航空写寅でみた西中地区をみたことなど
とくらべてみると.条ip.の方向はあってV,るか坪の両冊rtくいちがっていると思うo 図4- 1-
rlはrh L｣鵬 地空の酬 l区条里故地の園を10分の7倍したもの.図 4- トー占は糾山村皇FXj!h=
航空等未でみた条里区画をあてはめたものである∩取経p-!区桝区図は粟窪田の地廟図 (図 4- 1
-7)や航空等共とくらべて図 4- 1- 8のようVC坪割かできた〔太線がそれである｡鳥取上村
大苅田桝区図も同様(^=した∩それが図 4- 1- 9であるoいづ九も魚里の方向はあってvlるが坪
の両所比不正確であると思える｡町苅田付近坪別図は条里の方向.坪割とも正しvlようであるか
地名なL'は記入 して夜V,｡図 4- 1- 10がそれである｡このように航空等夷.地僻囲,古地図









- 解 釈 章I



















行場脚 Y川 東ぺlt棚 田 や1憎 ぜ武官
























































｢条里制と古代娘藩の復原｣谷岡武払 古代姉土史研究法 (姫士史研究講座2)古島敏弘 和
歌森太臥 木村建線集.朝倉書店.昭和45年
2 鳥取 ･軽部 ･笹原庄



















14i ェぅだnその後多少の分合があって.元aE5年 (88.)Ktt.妬故 占.戸数295.練T 17
54となってV,る.｢和名砂｣vc仕.周匝 .宅莫･軽部･高月･鳥取･葛城のd称をのせ,また
L ｢傭船国劇 vc払 周匝･平岡の2舟･鳥取･郎 ･仁か 竹枚の4巷をあげ･那 万7千 9首
占4石4升と配してV'る｡(1)
-87-
幹梨郡はも.と･赤那 陀 9珂磨 ･佐伯の2狐 上道郡より物理 ･桶野･沙石の5郷をさvlて創
F.:せられたものである｡天平神課2年 (76占)には和気郡に屈してVlる∩その臥 上述の5郷
と,旧和気郡の石生 ･和気の2郷との計 7郷仇 郡治所よ9速く.また吉井川に隔てられてV,て
不便なため廷席 7年 (78i).和気柵麻呂の首vcよ9和気郡よ9新たVC磐梨君跡 さV.て勘 ､れ
た｡
大化の改新 (445年)以丸 日本は緋令国家としての形を救えていくのであるが.改新の詔
の 1つ ｢班田収授法｣により.それまでの皇族 ･襲族が持ってVlた私有地 ･私有民は廃止やh,
男女とも一定の年令に逮すれば国から口分田を与えられる公地公民の肘掛たてまえ･となった｡＼･と


















所軽部村 ･東軽部村･迫田村 ･北迫tZl村･多野村一出屋村･小原村 ･頓辺村 ･他分村･平山村
･山手村 ･大矢村 ･丑山浄土寺･宵而山村丁正純寺村 ･山方村 ･今井料
の吉117ケ枇 断 てV,る㌘)紙 元文2年 (17,7)のIr･mh7舶 軌 鴨 1
西軽部村 ･丑寺山村 ･粟軽部村･今井村･南佐古田 (古て､,迫田)村･北佐古田 (古-,北迫
田)村･大昏村 (盲-,大矢) ･酋神山対 ･多賀村 ･出屋村.正沸専科 ･山手村 ･憩分村 ･憩
分下村 (惣分村に属す｡古名は田 原々) ･坂辺村.小原村･山上,(吉名山方)村･平山村
-88- J
の計.8ケ村を鵬 在として-て!4'鮒 ,村が増えて-るn昭和 ,5年発行の細 郡琶忙よれば







して仁堀#.各荘Vr_属する村 け々以下の削 であ,て.各荘の属村の変動 iわかる£61
軽部荘 餌聯部村 ･笠寺LJ村 ･東軽部村 ･阜封村 .大屋村･南保古田村･北佐古円村
･･･ 計 7ケ村
在原荘 ]｣手村 ･多新村 ･&.昏村 ･首邦LlJ村 ･JT:.渦有村.,J､原村･坂功村 ･山ノ上村･平山
村 ･惣分村 ･･･訂 10ケ村






赤坂町北部の旧套岡村の地域に仇 山手和 ･多野村 .出岸村.葛滞山村･正林寺村･小原村･
坂詔村 ･山ノ上村･平山村 ･恕分村などの村 か々あって.徒古は,これらは前述の通り,軽部胡;
忙属してV,たのであるが,平安後期荘園が発議するに瀬び軽部茶托凍ると,_卜述の 10ケ村は解














河板誉遠望_鵠飛之方_,追那 旨_出蛋匝_,而捕私 戎日.棉-f但属国_A 十一月甲午朔




























注進御荘#.一年中課掛れ 鳥取荘.元三雑8t牡 1-ヨ乱 御座六私 大文三.′ト文三 砂二十
両,三月御八新砂十両.衝岸御布施布十段二月札 門兵士九^西洞院面門.棲梅面門.油′J､路
面門二月各竹B,廻御菜ニケ日毎月十九日.廿El,草花三十枚 建久二年十月日
とvlう記述か6(10)bかることは,雑事として鳥取即 併せられてい7tのtt,簾が 15阻 御節 `
粗 砂20両.5月御八桝のためVC砂 10両.甘草の靭布施 (2月科)として.布を10鼠 毎
月19 ･'2°の両日VCは菜を.そして者花を30枚である.-ilr.設串として西洞院面PtL格梅
面門そして油小路耐一つVC門兵士を9人.棚rBkt50日ずつの2ケ月間である｡長所堂鱗が.前述
の宝秘門院 (1181- 1252)の管財 FVEあった時.宜鰍門院払 ｢慈夢によって.寛元元
年 (1245)より東寺御X,堂vcかいて.弘啓大師生身併科として僻恥亀取荘の年声の内15巣




と見えているd(12も即 暇 QL 新通親を別当に任じ,所領を管理し.常廷内で勢力をふるったの
であるが,建長4年 (1252)vE死去され 所帝の長所堂債は席司院を経て後韓草天皇に伝わ
ったのであるO (東寺御影堂弘荘大師生身併科にあてらhてVlた怖軌鳥取在は.元来長暇 領で






























備前鳥取萩の年芥米につVlての髭輯仇 応永14年 (1407) 5月付の.長新堂傍目旬VC見
えてvlて,千石であり大きな.W園であったことがわかるotた,建内記の糸吉元年 (1441)




栄光上B_のもとvcあったのである.応永 5年 (1598),発光上島が御肋御され 長翻堂傍は
後小松天塵の所餅と売ったo選評魚価のうち備軌財政苦と丹波上村萩とは,｢沸済准后日記｣の










.&取荘年風 去年末進分取 干今不致皆済.沸怠中也 将又安田郷度 被々仰下駄 性状遵引以
外之次弟也 就公私 可存別息之子細.男子他者平.定可成其覚悟欺之所.近年如在之弘 大
以不可黙.所詮砂是鵬 可如成敗之由.可令下知赤松兵部少輔政則給之旨天気候t払 依言上加
件.宜透頓首井恐赴官 九月十二日
















鳥取荘 南方村･池B](斉笛)村 ･浴田村 ･中島村･-El台木村 ･仁居村.革田村 .福島村 ･
正崎村 ･上市村 ･下市判 ･門前村･熊崎村 ･川原料 .尾谷村 ･幹崎村 ･石井原村.
の計 17ケ村である,.これらを･現在の地名と照合してみれば.大体.山P.'･町東部を中心とした範
酢 あたる｡年代が下パ . ,800年代絹 纂帥 た ｢吾郎故｣の ｢剛 の酎 IJvcよれSO.)
上記の17ケ村の他に
牟佐相･馬尾村 ･利田村 ･秋崎村･宕田村 ･血餅 .立川村 ･三又村･河本村 ･普応寺村･西
中村 .下仁保村 ･上仁保村･上地山村 ･斗有利 ･鍋谷村 ･大鹿村 ･幡寄山村 ･山口村 ･由斡里






属村を針 目 ケ村としてvlる｡また,江戸時代 備前藩士であった松本束の手になる ｢兼備寄附
副 の鳥取荘の記述によれば,(21)
鳥取荘 馬屋村 ･牟佐相 ･和田邑･立JHH･川本村 ･岩田村 ･門前邑･稚崎邑･長尾村 ･南
方村 ･斎宮村 ･浴田村 ･中島村 ･日古木邑･石井原村 ･亡弟邑･高屋村 ･三又村･
高市村 ･昔応寺村 ･下市村 ･河原村 ･上仁保村･下仁保村 ･西中村･討有 (斗有と
思われる)村 ･銅谷村 ･大鹿f.T･幡寺山村 ･山口村 ･上地山村･由津里村･軸鍵田






長 10年以前はどのよう-h梯子であっfr_だろうれ 艇長 10年耗物成帳の記述と,｢民間の寄付｣
の把述とを比戟してみると, ｢民間の野付｣において柑している27ケ相も 毅長 10年編物成
収のほう㌢こけ,帯月井そして寄木茶の 2才E忙属 していたことがわかるb
滞月井 牟佐村 ･周畏村 ･和田杓 .岩田村 ･政略和 ･長尾村･9.川村 ･河本村
笥木荘 神m村 ･苅田村 ･中村 (折中村と同じか) ･鍵田和 ぐ菜銀田村と同じか) ･上仁保
村･下仁保村･斗村村.山口和 ･由排塵村 ･河市村 ･国原村 ･大鹿村 ･鍋谷村 .上
地LLJ村 .略等村 ･五.日i:-村 ･大苅B-l村 ･仁保くほ田村 ･背広有村
｢民間の竜附Jには.芯未非と高月叢につV,てのWLl述が1･Vto｢和名抄｣･KCj:,赤坂郡の郷とし
てあげている中に.J払将郷･詫月好.志木郷の名かあるのであるハU.戸苓期 (1800年代)に
生きた学者,平ZJt元義のあらわした ｢許イ肺之匿地理之佃耶｣払 主として赤坂郡の地理 ･歴史を
記したものであるれ この軒に帆 葛兼 好 .耗月経 .鳥取郷の5つの郷の説明とそれらの属村･
笹班が示されてV,で･その言CiBにエかげ,(22) 5卿 )㍍柵･-F,薮即 0年の高物成脈のものと加
似 してV,るO l
-*飾之田地理之恥郡
1古米肺 7相 和 ･上仁倣n ･下仁保村 ･斗朴 トL旧村 ･油軒洩 村 ･幡専科 ･五日市和 ･大
;･1fFl村 ･仁侠く柁田村 ･沓応等村
高月姉 牟VrA村 ･馬屋村 ･和田村 ･岩田村･秋頃村 ･長尾村 ･立川村 ･河本村




『鳥取細の匹懐 kl,莱(,A:石-h原山IEl古米の山を堺vl,其粟は轍 の習他 所払 熊崎村の赤
坂i:限る0両は解的村 ･南方村を称 と+n 北は.尾令村の山を､堺とす｡ 西南(･It高月の郷.北比苗
山を堺とすO病性P_ALl仲 村のLU.単応奇利のLUを堺とす｡ 東は槻 瓢 西は宅輩の郷,南(ri高月の
郷･鳥取射,北は艇部の郷と堺+o 高月郷の凹至H.東比長尾村.立川村を限るO 餌付牟t/r-礼
所河毛:Fytiるo 南卜摘 払Ljの絶頂舌･限る∩所作上'T･郎也 北仏 和日倦 能寺の解 限るn Jl
-/T.Ll卯三此氏は. ｢岡山県通史｣の中で.-iS木舟忙ついて. 『葛相称とvlうの払 仁稔ヲミ皇drt后
軒え脈の糾名代である葛城部の居所であって.此の乱酔t.常械氏か管T.した ものであるが,葛
城氏が亡んで此の部もM T一献 .別 と述べているp(24)また.斗柵 鰍 郎氏附 )文笥忙.｢僻
前馳 鞘庄内開発葛柵 末於一瑚 _旋之机 と艶するものかあ｡,(25) これ仇 慶長 10年市
物成帳の示す克木許の威かの中 の,山口村と仁伊市の61臥 せた軽部と高月の納堺を･).-f7永2年 (
1185).寄木的末か疑d),縦 として子掛 で仁えたものである∩慶長 10年の.1B木非 として
示されてvIZ,村々の地帥 1,三村合併以前相応即1和と呼げhてV,たO高月iLd,狂者式高月駅
の駅かれてV.た地であって.古代J:り禁漁の畢■qlであった所であるn また. ｢岡U｣腺PTbi地史｣の
｢社寺所餌十別 の即 .長押堂傍として鳥取牝と並び.仰 1払月評の名が見えているo(2占)
水戸興匡1(1726- 1800)の編纂にTTる r*R本国靴志｣i･'Ctrt.高月非Vr_ついての次のよ
ぅ攻言出 かあるo(27)
高凡 払 今高月私 儀一利Rl.立川 t河本三村一 今ノ属二蜘 感 一存一艇部一触
鳥取外 も,老木外もともに.その61来vcも･いて｢監事と関係が深いハ
以上のような如柄から.紳令時代に札旦那か和 ､九九時から,江戸時代にきるせてU.i .P.取 ･
若木 .高月の5在の馳係を考えてみろと次のようになると思われる｡J;liJの恥射IfL,bl^J-lTわれた
時忙ldl. ｢利堵抄｣に見られるig.r1り,鬼取姉 .柑 ド肝 .高月紙かあった｡そのrlf在仏 サTJ'元庇
の述べてvlろように.礎恥郷の南vc接 して.現在 rL"赤坂PJ南部と山隈町の北的臥L/CくV.こんだ形
で葛木部かあった(.F.IU取雛比 山帖r町の取払 か '!帽臼にひろかってV,たOでして.u偶 叫の南部
町島取外と老木軌に接してG.･]月細かあったO時化か下り.軒馳化か進み一公姉か荘陸iとなるに及
んで鳥取荘仏 老木荘を柑'=と9人･わたものと思われ E,o このRU'jの却脚虻r2'かで仕方vlけれども.
『茄木氏か亡んで此部もまた衰んだJlという永山氏の帝述や. ｢仲前鳥取由 'j駒襲葛大崎末於_
子孫_掠東都｣とい う文節からそう考えたのでみ ぞ)O この文リ.tの蛇が定められたのH･蒋永 2年
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的 松本 苑 .｢来場郡村誌｣巻之六 ･鮒 川 5年｢音場郡脊躯成｣tjP597-402
(L2)平fiJ元義 ･｢割前之箇地理之開督｣ ･昭和 45年 ｢菅備郡懲解成｣E3P481
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陶山県の歴史招和 57年.窮2輩ひらけゆく祉食の中の,折 5館個 司の政胎腐 呼^俳風の起 り
児玉考多,-12月圭吾瓶 ･昨拝n45年 .｢新補 日.I:史牌 ｣ P25～45
3 憂族 とその活躍
蒋永5年 (1184) 2月,一谷合印後源頼朝比 嵐山の武村士lJP.契平と梶原IB蝿 を,平氏の
和-))TE地姫であった山陽道id･.刀(,C派して.播磨 ･発作 .備前 ･備中･備後の5ヶ国の守帯を命じ
たハこかれ 備前地方に守神が任命さtLた初めであるoこのこと払 ｢吾軸 ｣の和永5年の粂
Vこ
二月十八日丁増 歪妄i_-131播磨 ･美作 ･- ･備中･他 巳上･7L%帥 噸 平軸 一鞭
司レ令-守護_之由云々
とV･うよう忙記されてV･為,この時には.備前･備中･備後の5ヶ国が . 士1)P康平の所管であっ
たらしvln これをもって*_だちに,聯制としての官許の殻野とHvIVlがたいカも 文治元年 (11
上 85),平氏が滅び.全問的VE守稗が懸かれるようにをった臥 所紀のようにひきつがれて所甘
溝れ 土肥襲平が備前の最初の守勝と72.2たこと総称かである｡土肥契平がvlつまで守護であっ
たかは定かではなvlけれども,永久の頃払 佐 木々由実が備前守護を.また文永元年頃仇 G.r窮











っげ.尊氏は 15日 年に京都の事町に#府を陶vlたのであるが (北朝).1392年Iiで,香
野忙逃げのひた後醍醐天皇 価 朝)と京都の#府とは抗争をつづけ.南北朝時代か出現Llh 戦
は都だけでなく･各地W ､V,て南朝方と北朝方とにわかわくDひろげら九たのである｡ F天美レ









































備前の守護には山名氏の一族Ll｣47,教之が補佐さかIcA 一方.赤松家再興のgT'),車は山名氏 と対立 し
ていた柳川氏のたすけをうけ,幾度か くりかえされたが.長禄 2年 (1488).耕柿の弟蕪雑













して備前国内で威をふるい.赤松氏から離反する赴きをとったn そして文明 15年 (1485)




の戦いで唯死 したため仰前国は再び山名氏の支配するところとなった｡ この掛 ､で,赤坂町大苅
田と由津里に高尾城を構えてvlた苅田四郎左術門貞韮払 松田元成忙従って,文明1占年 (14






















ある∩村宗の死 (李禄 4年 (1551))弘 子の改案 ･宋潔兄弟の剛に不和を生じ.寮費比天
文の頃上b辛口気郡佐イ自町田士に天神山城を重き居城したp描州垂山城 (輯保郡御浄町歩津)に居
を柵えてVlた兄の政宗は天文2年 (1555)一に 1度攻めてはvlる机 どちらも勝敗を決するこ
ともなく,その後は鞭vl仕をいせせ.相対略していたようであるh ところが,素食の下で,徐々
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(4)藤一零 ･｢天神LJl記｣･岬和45年 ｢吉備肝響共成｣ (≡)p555-588
(5) 同 I P5占1
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娼 5章 近 世 の赤 坂 町
Ⅰ 領主の地方支配
(イ) 近世か赤坂町
近世の赤坂町は図5- 1-1vc示 したようVC25uJ村々VCよって輔成され.腐軒撮収まで一斉 し
て閉山耕地Bj氏 (朱印高51万 5.2DO石 )vJ支配vC由iした∩表5-1-1DVCも示したようVこ.1占仙
潜が地方支配U')ためVC設けた大庄崖制度vCよって.赤 坂郡には平均 20か村を単位 vE5つJ大広虚
組合が放かれたが.25か村U'Dうち.山口 .斗有V)2か村 と由締里ほか 20か村 とは大庄庵組合を
輿vcLでレlた (ただし.史料によって明らかVCできるVJd天保期以降 )∩
そ して明治 4年 7月U)腐播岨県vlIよってこれら25か村は脚山腹vc鵬 したが､同年 11月()区制 l
制定LACエD.山口 .斗有W2か村は弟2占大区2番中臣にそO他V)21か村比約27大l垂.1-5市
小区vc崩したn そVJ俊明冶8年 12月vC.図 5-1llVC示 したようVC一部村の併合 ･改称が行な
われ.明治 22年 ム月U)市町村側施行に よって合併があって.山口 ･鳥取上 ･鹿部 ･征l叫の 4か村
となったn そJ)後昭和 28年 5月1ElこU'34か村が合併して亦坂町が誕生 したが.附利 5 1年 9月
さUEIVC比旧和名隣 村淵ケJEl:地区を加入合併 して親任の赤坂町が成立 したa)である∩
岡山藩の地方支配制定CL)特徴()一つは.寛永9年 (1652)8月池田光政が鳥取か ら桐山VC入
封 した直後vc.前池田氏時代の前例 を蹄漉 していわゆる地方知行制変を採用 し.江戸時代をつうじ
て城下VC居住させ在地性をもたなVl家臣EtlvC地方 表5-1-1 岡 山藤 城 塙
知行る与えたことである∩
衷 5-1- 1vC示 したようvC領内vc鵬 した備前
8郡と備中領分 とを合せたld-_lLl藤 全域高は 55万
?.456石令であったが.こU')うち赤坂都 (1L]2
か村 )の炊Il:iは邑久都 (5万6∴7004jJ余 )･御
野郡 (4万 a 50 0石余 )･軌 1-li部(5万 ?.70U
石余)vc次ぐ3万7.30U石余であった.
部 名 4諾 8自戒 5御 野都
納 郡 f芸 芸 2も3118541&.457.240
鱒 輿 郡 25.747.208
三相風郡 25,047.154
邑久郎 56.724.751
上道都 (完芸 L 52.54?.89907307
児 島都 55.351.549
赤 坂 郡 57,50ロ.占45
備 中 51.8uO.ム52
】 計 559,456.ム14
江)大久嫌家文音安政 5年山屋 ･酋 禰 山 村
｢諸御用留帳｣VCよる0
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郎 4年 明御 年11月 号%8年-2月 Rj.]{E2246月 冒鎧 諾 豊9l S]諾 謂 併
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荊27的区1歯｣区
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今 井 村 ′
多 狛 村 .
出 屋 村 窮27的区5番′｣
富浦山村 〝
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惣 分 村 〝
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図 5- 1- 1. 赤 坂 町 行 政 変 遷 図
注 1)｢開山膿郡治ま｣上巻 (昭和 15年発行 ) 第7葦 町村廃EL分合おLよぴ
｢岡山腺市町村合併話｣ (昭和55年発行 )Vこよって作成へ
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表 5- 1-2 赤 坂 町 vcL･け る歳入 地 と知 行 地
大庄嬉組 合











1.452787 ? ????? ??? 】










法 1)太封 土大久保家丈番 安牧 4年出題 急伸fLl榊 ｢砧御用解鵬｣だよって作成 した∩
2)周馳他出の知行村名ir.i｢赤池利益｣(昭和 15年発行 )pH dによっ た ∩
そ して表 5-1--21P:示したよう粍 赤坂郡の此入地比.そのうちわずかER:約 11番 (4,291石余)
で.残 り89声 (5万 3.509石余 )を土知行地となって甘少.知行地q)分布あがきわめて広 くそっ
てVlた∩ これ比東示CJようth=.知行地 5万 1509石余(Jうち.55年CJ1万 1.58Ub-(28かl
榊 )が佃紬に陣屋をもつ家老他励の知.rT地であって.家老CL)在所Cu所在する都としてU)･15色が示さ
れてレヽるe)であるn
h馴TB池Fヨ氏の系諸は衰 5- 1- 5vC示したとおL)で.倍輝 ･錦秋vr仕官 した片桐半ZrJ_エ門cJ跡を
信伴()凶男長政 -地組河内が継ぎ.虫明伊木 (5)J7.U0U石)･天城他用(5万行 )･金川目性
(l刀 d.000石 ).娃郎他出 (1万才1-)･佐伯士か(1万石 )とともVC.近地をつうしてJ均山藤
の家老職をLtT出した,.
凍永 19年 (1占42)光政UJ解放改革VC上って付敏CL)叔高執行機関としてCJ仕埋城に池tf]河内
{ (2fe.伊jJqと改名 )ほか2名が仕命され.以後この叫に家老格U)なかから5名が任命 され仕度家
老として権威をもったが.周臨地LEJは表示U)よう忙 しば しばこ()仕溌塀を勤めてVlるn
L こa'舶 他出氏の知行高 2万 2･D0O石のうち･過半の知行地は在所のある赤坂郡内に如申して
vlるが.残 b仕上道 ･和筑 ･児EyL)5郁VC分散 していた∩
-1D5-
表 51 1-5 周匝池 田氏 (片桐家)の系賭
家 督 者 i知 行 高 幾 対 し 致 仕 役 職
偏 半左-門 !鯛 袖 勝入公御代～鹿屋 2 蒐永19." 兜文aA 御仕倣
池醐 内 塵525.01鵠L^:"=7 轡 2, 00石 播磨宰相御代～慶長12J窄8艇長12 -寛文8
光文8.4 -元録 10.5 寛文ad～元錬4.ム ′∫宝磨5.9-14-宝膚1i7.6 .t ■明和i.ll-項:改元51p9 再御仕艦光政9l.5u～ 御仕庇
〝側路 殿 . 元僚 10.7 -享保8,4的
】 〝但見哲 大学 ∫ 享保8.i -頚管咽 2-25(隠居)
〝王威警 大印.､ . 宝暦4,閏2 寛政元ま19寛政元5.1J9 文化2.9
〝舶主♂ 海 賀-一.シ隠居後広佐t一ト
文化2.9 -文政 4.8政 4一.8 為永 日一叢永4 . r 文化元 5- 御用番劫( 2.9 文政6.ll ,
住 ) 岡山大学所収池田家文飾 憤 慨交代｣把より作成ハー
■
赤坂郡内の用距他出氏の知行地の分布状鳩をみると.表示0')ようvC陣屋(Oあった周rdiをふくむ大
庄屋組合 (安政 4年当時 ･新戸幹野組 .18か村 )vc15か村.これVL'南接した赤坂町Bg侃渚村を
ふくむ大庄屋組合(何.戸津即組 2 1か村)vc8か村.歯隣の大庄盛組合 (同.平岡-西組 23か付)
のうち北部CJ 4か村にわたっており.郡内でも周伍を中心とした地域Vこ知行地が粂中していたこと
がうかがえるn
次vc赤坂町関係2 1か村 (山口 ･斗有CL)2か村を除 く)の棚 で知行地と常人地の存在秘曲をみ
ると.全休でtj:残高8.595石余.そβ甥勺17番(1.･452石余 )が蔵人地.残 り85車(a.960
石余 )杖知行地であり.こq)知行地eJ55串(5.ム49石余 )を周伍の池田氏が占めていた,
村別にみると.表 5- 1-4qe示したようVC･.全村収入地の付は町刈田 ･生寺山 ･菖蒲山 ･正満













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ると.束軽部 ･悠介 .′｣､頗 ･坂辺村各8人.東 ･西経田村各 7人.惣分下村 占人.山手村5人 .大
屋 ･出屋村各 1^ で.ほとんどの村が故人以上q)相給地 となっており.これは周匝他日氏o'A口行村
ycつLへても同様で.池EtL氏から知行地を与えられた陪臣の数は由と拝里村 5人.大刈43]･今井 ･北住






というq)は一一稚e)名目的TE架空CL塙 で.谷口澄夫 ｢同山藩軟度の研究｣昨:よれば光政t,.元利 5年
(1ム 17)播噛約 52万石から因伯両国32万石へ約 20万石減封のうえ移されたが .この転封
(′こJ:ち/架印高G/)政変に一対する便法 として設定されたものであった∩ すなわち.朱EJ高52万石の年





たが.塊芯5年 (1a54)炭CJ大洪水 .大飢伊 こよる藷財政cL)危機を契機に知行権のうちでもっと
も韮 瀕-/=滋味lbIもつ治人の徴税侍をうばい.これを洋権力vc吸収するとL^う改革が断行された∩
すなわち紹人VC絵地を配分 しても徴税権vcつJvへては縛が これを輩過 し.免 ･斗代仕全面的に郡奉行
によって決定されることとし.包年癌当FT,･jCL)決蛙 した知行物成を受けることとなり.これに上って
実甥的忙地方知行制度は俸禄米制度に転化 した∩ この ことは.満偉力による硯内Q)一元T勺を鹿民支
配体制の基礎が確立されたことを意味するもe)でもあった(
船人への知行物成UJ文治は切手でlまな く.姶地百姓が直接冶人のところへ持容納入 した(知行地
の支肘 匝態は㈲LIJ溝の吻合.成人地 ･知行地ともve単-j L)名主 ･組頭vC当たらせたが.蔵人地aJ百
一一112-一





なお.周匝池田氏は知行地支配役人として.表 5-1-5tK示したように.御用人 ･作姻方 ･山
方.観戦奉行 ･槻 見届後を範いていたが.これらの牧羊について仕明らかでない(
表 5-1-5 周 距 他出知行地 文FIt!偉人
役 職 氏 名 居 虚 数
御用 人 岩田市左エ門中㌻i-i
御作坦方 1杉山七左エ門薪虚数
剛 方 il寒川 伴介山EiJ松 之進 ∫











｢甜徴用留帳｣vc.とり.弘化抽以降赤坂榔I凋係藤村を担当 した主な都方支配役人一郎代 ･郡奉行 ･
郡目付 ･代官-GL)歴任状況 を調べた0'idu;表5- 1- 土である【
-11ち-
























































































._L- l･ ■ ▼
表 5- 1-6 赤 坂 郡 偶 係郡 方 支配 役 人 (天保 14一曲も4)
諾 :2㌦ ;∴ 莞
石巣後藤兵衛上嶋彦兵衛杉Ll五左衛門梶浦勘助山内緒左裾門小川九郎兵衛
l牧野権六郎 50石61.00 Il辛1 I】l 【～Ⅰ J,1lt I1_｣
l袖Ef]甚左衛門項羽原次郎右衛門可源下立太郎詩棚 120石0鈍足 (55俵)熊 5.弓より I
9月 l 6月
那日付見戸丈左肺1∴l 無足 (120.初r::"ol%,鮎 (45俵) 覗;御野.諺く坂都Ii 2月 I御野.姦坂郡J龍一藤入館
沢井宗右衛門
的場丑 之介




幸 野 方 之介
仁科七郎右禰門















注 1)太秦は ｢赤磐郡誌｣ (昭和 1 5年発行 )お よび大久保家父沓 天保 14年 か ら鹿 応 4年 ま での 缶 屋 ･富 市 山 村 お よ び 南 佐 古 EEl村 の ｢緒 御 毛留 傾 ｣ vcよ った｡
)知行慮 ･切米蔵は .池田家文庫所蔵 ｢諸 職交代｣および ｢待機｣vcよった(
也) 桃方役人
(勾 郡代 都万文月め 政商役職である郡代 (役科150俵 )紘上級家臣である物執格rJも0,Jから
Iq任され.表 5-1-日'Cよってみると.知行高Yi350- … O古.あるいは 1.000石クラス
であり･政江期間は杉山五左工門UJ8年を除 くと2-5年で交代 しているo
郡代CJ本格的-Jt発足は.脚J藤CJ姓氏支配政策の5えで血棚的な意義をもつといわれる.大和2
午 (1d82)正月vc月は敵与三右工門 ･建E]盈二Jgむ 2人が任命されてからである∩こQ)と空e)郁
















































(t9 郡奉行 ･郡日付 部奉行 (役斜 10 0俵 )はWめ輝Tに居住し.郡方 vc用留があれ(r在出
してレ､たが.明暦元年 (1655 )五月 (一説に魂応 5年 (1占54 )11月 )から抱当郡中に在
住して此民支配U)第一滝射て立ち.そUJ敵大利 2年 (1占82)vc城下化引き傾げ.城下近郊o'J南方
村K殻思された都会卿 こ出勤することと;i,･った∩4)





都奉行の磯輩vcついては ｢岡山帝政史a)研究｣ (261貞 )から引用すると.免 ･斗代CJ決定 .
姓氏の濫僧と収容CL)奨励 .風俗の改-#･.村役人の監世 と正路を者の任命.寮門改 ･諸法度の伝達と
なって.+plわ.繊所内の行政 を統轍するJhL戚AX'佳肴の位tlにあった,.





年番 5月 と秋 9月また,.ま10月ごろq)2艦L'Cわたって湖寮のため乾劫的把蛸所内uJ増村な釆 bGlして
レヽる(
天和2年 (1占82)vc創出された君柑 付 (役料 40倭 )壮郁奉行 と同様vc-1f土格CJも(/)か ら任
川され/tが .大久保家文&｢繕収用網棚｣に 上ってみると.天保糊以降は十榔･jfが一塩 しており.児
払 ･備中.御卿 .赤坂.緒論 .磐梨 ､和気 ･邑久.上娼vcそれぞれ 1人が割 り当て られてい る ∩
郡 自1,-jUL)峨尊は具体的VCは明らかでないが . ｢在J5矧 句之頚琳 胤俗情相乳 随分心を付.酔 拝筋
宜数正道二助伺候盛｣ (法例如 ･巷 5)をヰーとし.痘令を末端まで厳守させること.桃奉行以下
G'LJ削方下役人o'jBb務状況および毛見地叫hVJJ直吉aJ鬼砧.大鵬 ･名主cL)出棺.不輔a)児鵬をど郁
孝行(O補佐 としてrL)盤寮内か,i･E]を'dr-'=っていた⊥うで.5)郡奉行 と帆 船 ほほ同 じくして婚年准
秋o'J2度IISLj･]倉掛 している｡
(C)代官 代官は下級家臣士鉄砲格の者が任せ らlL.桃奉行とrl71日)長に机 5年1tl出し.大和 2
J 年VC城下l{引きあげた∩
赤 坂郡 を拍当した代官は喪 5- 1- 6VlC示 したように.知行腐 100石 クラスあるいは切米-CLB4O
-40俵クラス6'JもCLJであった∩代官の他所'iTJ紘榔ととvC大庄虚組を.単ttJi(.て舶 成されたが.赤坂郁()
域合は,:)よ川 として郡 内5組を2組 とさmL'C分割 してそれぞれ 各 1人の代官を配皿Ljr.Er.当 させてレ1たn
代官の職選は初め瓜 Llg･肢L'･:わたって重要を柁湖 を漉せられていたが.郡奉行と0')峨選区)jJjが判
然とせず.時vcは榊奉行VJ役を も劫めて代官q)方が ｢乱立｣つようVこみ られることもあった0')で.
天和 2年IE月(^=なって.
先年少将様被仰付候御他意を伯胤 奉庁之物体串と も胤I^Cは勤る様二成東よしtAj及候∩此段不可
然悦､向後は吉利文相宗門改.納方之外一切梢付川】間数候 (法伊雌 ･巷 5)
とされ.以後宗P徴 めと年朋 は てとが主賓現収伶 となっfhd)岡山大学頗 日空家丈苫 ←御代官
事tu'写｣(弘化5年 (18 48 )止月写 )に記された ｢御代官中へ申戚之兇JI^:紘 . こlJ代官rL)磯
' 疎tR:幽 して.次CJようtyC諸注意が与えられてレ､る.
--1-,9--




数出入 ･請願 ･奉公入寮門手形等を引き合わせ. ｢去帳之統合忠人下志 らべ｣を L.そaJ上で
｢家別二改｣め女行なうハ遠隔地の村を枝村へ呼び娘めるようをことをせず.乱心者軌人等の
有無家作等其外紛教義の検分lL)ためだも｢家 Aへ軌入込｣んで家内人数を改めることp
(5) 年斉敏立vtついては.上納期限は 11月yIであるので. ｢何としても下方相ゆるみ守成凍｣
をきよう ｢村々打遡 り払方之様子｣を瓶 vc吟味すべきであるnしたがって ｢河月中旬古皆済
之節迄-在逗留可改｣さである,.
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(ノ) 大庄 屈制 庇
7tず岡山帯の大庄尾制度の沿革をみ よう∩




十村肝爪のf敵 に大幅を制限を加え. ｢肌奉行上り在々へ申徴用等針相連｣し.村々の庄屋 ･頭首
姓からVJ上申比十村肝前tn:取 り次がせないで.成鳥 ･敢盲姓からrG随 行.代官へ直-=可申TB｣ と
した∩
1U)
衷 5-1- 7 岡山藩 に おけ る十村 肝耶(刃文 7年2月 )
L 郡 名 十村肝淑 庄 屋 頭 首 姓 脇 百 姓 若 人
御 野 郡 8 12 ln - ll
口 上 道 郡 dI 2ー 7(i) - a(7)
奥 上 道 郡 a 4 4(8) -
邑 久 10 6(5) 5(10)
弄り 気 郡 ll 5 1 -
磐 梨 都 d 5(0) 24(9) -
赤 坂 郡 ll 5(4) 144(56) 18
口 韓 南 都 41ー 1 7
奥 津 高 郡 7 5
児 島 郡 8 15
備 中 浅 口 5 22




2)数字は史料vc記収の各部t:との合計欄vc上ったハただし.これと具体的な郡別 e ) 典 計
と異動のあるものVCついては日 内にその数字を示 LJtn
剛 快 挙所蔵池田宏文鹿寛文7年 (1日 7 )開 2月改 ｢郡々十村肝前庄屋頭首姓名栽改帳｣vc
上ると･表 5- 1-7VC示したようvC領内で85人の十村肝前 ･89人CL)庄屋 ･125人の頭.脇市
-124--
_･｣
姓が記載されている∩赤坂都LAIかいては.表 51 118vC示したiDVe.十村肝-A.ll1人 ･庄遠 さ
人 ･脇百姓 18人む鵬成となっている∩享保朋で赤故都内叫 寸数比94か村 (本村0°み )であるか
ら､一応 8- 9か村に 1人CL)割合で十村肝瀬が任愈されていることになる∩
しかしこlJ十村肝煎 も58年後orD知 2年 (1482)vc廃止されて.肝前 (一都QC2-3人 )
下肝前 (肝煎 1Ve2人ずつ付けられた )制vc臆きかえられ.つVlで宝永 4年 (1707 )12月
｢在中肝前 .下肝煎 .役名自今大庄越と改｣めり 人の)(娃庵力唯 命されて再び大庄屈筋lJb噌 括さ
れた()である∩
大庄堤には50俵 (宝僧9年 (1759)以降 )の絵米UJほかVC｢慮挫け徐可中は持F.;,S五冶石.
Jtl.五給石J:bf勺持高有之者は鬼持崩総かり｣ (盛紬k.巷 d)とあるととく.持高 50石まで福掛
りを免除される特典が与えられたハ
幕末肋安政5年 (1854 )12月当時の静内む大庄届を郡別VC示 したのが襲 5-1-9である,.
これは大久保家文碁a)儲 御用留 鵬｣vc記された ｢大庄屋席順｣ (在席年数 ･出身村 ･名前を記
収 )をもと(そして.剛 ｣大草所載他H家文JiZ｢留収Jによって就任年月日･苗字塘刀 月 E･J等を確
虚し作成 したものである(大庄屠り政は出身村に上って緋別veみると.御野郡5 ･上退部8･邑久




上であ ,0.20- 50年クラスの もCL)も数名いる(好手締刀は一般vC勤続 15- 16年で許可され





考え.主 として大久保家文書vc残る ｢庶触開留帳｣を堪礎史料vC作美を試みた∩史料Ou城存が限 ら
れているため天保期以降 しか明らかtn=できなかったが.その結米をまとめた0'DがL45- 115およ
び表 5-1- 10である〔
図 5- 1-5vc示 したようVC.赤坂判的ru l02か村は.25121･20･20･18とほほ 20か村
を単位に5つCL)大庄屋血合に分割由成されており.義 5- I-9忙示 したように.これらCL)大庄巌
il;L 組の鰍 鰍 帆 てLへて一鵬 恥 たくをかっ九
I
一J125-
表 5- 1-8 赤額郡 VCかける 十村 肝 前 (銘文 7年2月)
支 配 区 分 十 村 肝 煎 庄 屋 脇 ~
蔵 人 地 知 行 地







注 1)木表は.岡山大学所蔵池EU家文庫 末文 7年2月改
｢郁々十村肝荊庄屋頭首姓名歳改帳｣V,Cよって作成した(
2)日の中の数字は年令を示 したものである〔









大 庄 塵 名 舵 年月日 T 蒜 蒜 蒜
長 瀬 岩 太 郎修左 エ門 天保 12.ll.5 !親 5. Ltd
'x保 1- 9重安収 5∴-
定 五 郎 弟永 2.a.5I座 広元1u21
与三 (惣)汰 天保 11.9.15 -
佐 本 郎 天保 14.1.19 電政 6.1.28
幸 三 郎 天保 14.12.25 -
弥 三 郎 弘化 2.2一5 カ延元 2.8
増 次 郎 弘化 2. 4.5 万世元 2.8
治 左 エ 門 弘化 4 文久 2. 22さ
娩 冶 ･-#uE永 6.旦15 -
-127-
L
? ? ? ? ? ? ??? ? ?
?
?
邑居村名 大 庄 屋 名 駄 任年 月 日 苗字帯刀歓免 在職朋笥■備 考
山 崎菅 野 児 千三右エ門坂野和 文政 ♀天保 11.日.28 安政 2.4.5 14 ヽ万延元 2.27姦 肌
上 加 茂 春 治 (袷) 天保 14. 9.27 安皮5.a.5 15
菅 野 鉄 次 郎 弘化 5.5.8 文久元 i19 10
中 泉 又 左 エ門 弘化 4. ･7J-延元 2.27 ■9
i田 ノ 口 敗 軍右エ門 天保 2.19 弘化2.4.5 25
懐 石 長 野 巷 十郎 天保 a 5.25 嘉永 5.開2.28 19味野 野崎武左エ門 i.永 ム i 5 薪 永L i 乙 5ト醐 井地 髄 大 出β 天保 15. 9.5 安 政 4.5.9 14
‡八 軒 屋 大 (代)香 弘化 元 7.28 轟泉 d.5.5 12
藤 戸 '= 義 兵 術(千) 戎永 2-a,5 文久 2.ll.25 ･7
故 知 l 九 左 エ門 安政 2.& 7 - 1












弘 嘉 安 万 丈 元 康 料A 村 名 明治4年日月
イヒ 永 政 延 久 準 応
.2 5 4 5 6 7 8 9 10 '1 12 5ー 14(.霊4)2 5 ㌦ .548)2 5 4 5 6(.乱 )2 5 45d溝滝,2 5(.78C怠 2 ‥ 区制制定噂
天 安;請 万 文 2,i由雄墨.東経EB.酉捷EB.町刈El.大 第27姥 1
思 河 本 組 .管 稚氏 戸- 成 業 LuLja 刈EB.出盛 .盲市 LLL多架.西軽部.丑寺山.兼鹿部.今井.南佐古EB.北
2 6急 丈 八 郎 急日 日 8麻釆広之介月1)月 滞 左 裾 門日ー 位古田.惣分.同下介.′j､原.坂辺.山手.大屋.正満等 ～5番小区
7 平 .… 蔓若妻 平 岡 酋 組 2 平 r喝 西 組 25書EE).大田 .大EEl村上谷.大EE]村下J'土師方.′J､倉.平鋼西.矢脱.伊田.同上升 寺緋 佐野.失知.中畑.節 A'2?維潤 帯
8 l2刀 97 滴 太 郎 良三.広戸.蘭妙嫉.,jヽ鎌 .何下分.山一 1-5番′J､区佐 - 郎 ■急御 長 光 佐 一 郎 上 石上 大松山 河原毛
B8 さ日豊 a
天 弘 払 表_. i-L k 18平山.上塩水.下塩木.福皿.周位. 第28休区
管 戸 紳野 組 皆障 三 蔓蓋 芸I ま 新戸枠軒組 戸 紳 野 組 JA蕃 ,鵜本村 之内確山 .細沢.戸棒好r仁拙火.FP勅由 一
5タ 広 之 介 L'日 1 ーJa 戚 鉄 之 介5 '_ .仁堀中 .仁凋酉 .I: T '草生 .河悶 個 '沓石 1-5礁小区
頂 5. 招 EB 組 璃 招 田 組 等 前沼 文斉納 会it匡 鍋細 葉 賢 潤田組 20立川 .良庵 .河本 .下市 .門前 .正崎 上市 南方 一拍ELi 斉■店‡ 前2稚
挺 与 - 左 術 門 建 別 鳩 瑚 門 島 EB也 さ勝原常十畑 月 10 1雌次郎月 8月与-左伸門5 i芸芸 :芸志で芸 チ芸去丁芸益子 1-5省′)1星
昌 ;冒I 28El 日
昏 斉 番 組 …覧 斉維刀 河柏 頑一 安 慧ム 私 噂 組 2.斉芯組 2ロE 川応 .幽ケ原 .大鹿 .上地山 .上仁保 糾窄 .LLI口 ,斗有 .下仁保西中 熊崎 河原 .尊応寺 .和田 窮26(大区
5, 常 十 郎 i与署 - 常十郎 日 9月 仙 田 城 2月2滑次郎 岩田 .馬屋 .租崎 一年佐 1-3番小区
注 1)本義吐大久保宏文平 出屋富浦山村 ･雨佐古田村 ｢緒萌用留･眼｣vcもとづvlて作成 した,.
2)叙任年月日か1び苗字帯刀触免年月日は岡LLJ大学所戒池EEl家文雄 ｢留帳｣h7己叔の ｢踏破秩禄起新任附皆老継世｣の項VC.また錐任年月は ｢赤好郡誌｣ (昭和15年発行 )所収の ｢赤坂郡大庄威更迭表｣vCよったn
-129･-150-
丁~1









担当した大広屋は天保 12年 (1841)2月新任CL)河本村丈)岨;が安政5年 (1856)まで
(同年占月苗字滞刀御免 ).安政 4年から転任0')戸津野柑耕末広之介(天保 9年5月就任 .弟永
d年 5月僧字僻刀御免 ).さらve究久元年 (1861)1月からは新しく大庄屋vc任命された山口
村柵左工門に更迭された∩
山口 .斗有CJ2か村は牟任など18か村とともに同一砂大庄盛組合vC属 し.天保8年 (1857)
5月から安政5年まで斉古村藤原常十郎 r嘉永 5年 5月苗字帯刀御免 ).安政4年から転任CL)河本










大破村行正家文番CL)｢翻 虫頚髄｣ (仮題 )の目頭vE､年代は不詳であるが r大庄塵へ中洞候免｣
とvlう15項EIにわたって大庄虚aj放苛が申渡された公文11が密きとめられているo
これ-i-･みると.大庄屋G7D主賓な鶴牧は上…己の ｢旧岡山癖村町役人配船方凍他職調香｣Lh=よって壌
約 したところとほほ一致 しているが.大庄崖に成せ られた職分とそU)社格を知るうえで好史料であ
るu)で.かなりL･-i丈ではある/Ji次にその全文を挙げよう∩
大庄 嶺江 中潮光
一 弟而披仰渡御法之適者不及rl(.宗門改念入無傑怠を付常 々オ敵 中載肝頻之番
一 礼茂之壌前々拍 仰付思侯博兆･譜御利眺怠 り仮剛 は キ珊 1々 肥願二重迄月･i-di.扉L瀬見候
-152-
末二迄知珊怠可中村候.殻御年斉払岡山江軸出銭臥 牛馬 を片寄世通 り可申候.惣而無礼之仕形有
之ふ し息慶可中村候
一 村々貧者共二弥心ヲ付.扶持方不自由成者有之俵-へ 五人組合与 して助合 .五人組合之者カ
ニ不及候- ､村中江助合1碗たこ可申付候.村中之幸二阿tb候- ､早々御都奉行迄 可申出繰.必
至与指詰 り候上二桶-欠落等 もhたb北上忙而甲1･tl候而-了価 も撫之候.兎角蟻坂続趣至健見及
候- ､前二可t帥'd候.1&♯ヲ越俄二勝手雌相見候者有之候/､･鹿又気 ヲ付見及農迦可申出儀
一 育真之義下夕方遂吟味外之中二紛激無之貧者之期 砥二貸姓候他念入日J申付番
一 光而申rJu候血 .小首姓二室迄bfL触 分相出.銘々家乗ヲ.花数倣抜末々迄放線 Ll候様恥1討厳島.















炊与小者二理有之朕- ､不及申候.帳面判直せ町中映.尤下役人砧劉帳村 カ ニ佃袖丈.鳥篭石ニ
イ唱 懸与申候義′J､首姓共江可中畑候間.右側方壮途焦之械随分念入可申単









一 惣両用水川埋之処湖上池之内.くり往来者道筋少々之破地所 ノ､御役介 不申出.其村ニr斤何
致苓二候.早 Jb芋入致候碍-御役介不及出二可柏餅勤所へ も可有之.尤衝普請Jj健 也不苦所-
天庄屋見分之上.先延虻之榛二相小樽可申候.年々御日用或等も破下峡二村右相次之心樽二而
不遇藩論ヲも息度申立候族 も可甫 之候.戎者此段別i而申雌候不及中二媒村々之カニ不及典蛙捨値
｣易所/､大庄屋鬼分之上飼郡 車荷造朗 出町中候 .村方E,搬出候-､機所及R,も不致頗毒候叔致聞
及頚二倣.並_夫役製外人用郎村々P"I.t出便秘 ノ､是又不敏吟味 .舶 故候 も有之様相雌候 .自今
JE体潜有之二郎 乞可申付･9




｣=Ji御趣滋二綻･右之趣常 JQ,｣､自他 二重迄無敵fr様御与申胤 項素速倹約耕作骨折峡車線 Lt致
世可申!ji
一 役人共不〆 リ之所7,正非人 も′片之械二相成候 .大庄屋名主共鮒 析心 ヲ付御〆 ･)筋之薦ゆる
かせこ無之械念入可中一止 . -過善感之茂有之候- ､随分心ヲ付妊晶pI申出袈
一 名主 五人組BJl･中村候臥 大庄虚共 立も人柄宜者之由布棚 ･差出イ蟻 申付候而尚も14=く.右之
者不時之品有之趣大庄lbl共凍及候而 も†'jtL点被仰付候両.早速右之内意申出候fS-も気凄二存_虻腿
ニlTJ-指臥 又老年久敏役慮働 廠者兆之LJ杯 宜崩棚一服 飾･年来之省今少 し指盈候柑者自身ち
斬 申出候朴意存詳早速内意 申出候鳥指延催促様庇速間二者有之趨-相場候.向後右体之義触 り
町中出歩




? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ヶ ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?【 ? ? ? ?
? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ??? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ??
? ? ? ? ? っ ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? っ ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ?? ?? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ?
?
? ? ? ? ? ? ?? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ??
? ? ? ? ? っ ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ??
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
〜 ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ?? ? ? ? ?っ ? ? ? ? ? 【 ? ? ? ? ? ? ? ?? ?? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ェ ッ ? ? ? ? ? ? ??
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ? ? ? ??
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ?
? ? ? ?
庄屋 )も御用透相梱り町申候.Jと.権力溝の指令vC添う方向で展開しようとして.大庄虚以下村役
人をあげてこの周辺veとりくむ決意をうながしているハ
岡山藩でtrl各村単位vc村方三役として.初め庄屋 ･年寄 ･租蘭をi-･いたが.CJち元銀 2.午
lてこれを名主 ･五人組斬 ･判痢と改称した∩赤坂町腕係顔料 V堵壬 ･五人組頭vCついては.史料ejt
戎存する天保 9年 (1858)当時eJもCJを表 51 1-4VC示しておいたハ
名主o'D唯軌は ｢租税徴収方及村劉･高掛 .)ノ放線,A.罷帳,.異動ヲ担当シ.村方, 庶秘ヲ統紬セ




の丘贋夜職分であったが.総 じて沖がたびたび申渡 した村役人の心神は.文政 1 1年の線化よって
みると ｢-村ヲ自分之家内｣と考え. ｢撫間断心ヲ配.峨妓飢寒之者ヲ労リ忠相二致世臥 村中和
脈二速倹約候様相励｣むべきことを説き.村役人滞恵むところから ｢村方行成感激.自然与的窮人
も出来.敵組等 も弥増｣すCL)であるから. ｢役^之取 ら欣 第二両村方盤哀-有之｣と心札 ｢奉対
御鼠恩撫相銀之桟.心妹ヲ砕絹勤可申候｣と逢村蒲原の間朗の席決を村役人の劫向き(,こ背負わせた
形であく7tでせ励するというものであった(
(橋 本 芳 子 )
娃 1) 谷口澄夫 ｢岡LU嘘敢史の研究｣ (昭和59年.桶昔冴発庁) p525
2) 同 上 p258
5) Fq.上 p260 1
4) 同 上 p261 .I
5) l司 上 p 262
ム) 同 上 p264
7) ｢赤磐郡虎｣ (昭和 15年岡山県赤磐都教育蜜月会発行 ) p847
8) 同 I p8JI7
9) ｢御代官手itJ等｣ ‥,
IU) 前掲 ｢剛∪滞放免の研究｣ p2 71









一 高 又 鵡 手口高 残 高 田 プ両■~錬 ～代平均 田讃
=西 珪 田 石 石 石 石 ･町反畝 歩 石 石321000 5S837381837 317.733 16.-I.9.2 1.:628 263.,6
東 経 田 506.070',.6i59957L669 535.896_ 2&9.:i.12 1.966 482.71
由 津 里 89A430■111146loot.576･771.140 3L年L23 I_608 621.1!
大 苅 田 506.190 -6128一 56LlT.4 196.071 21i128 I.766 llt如
･町 苅 田 997.5301け 544.1141074 99t993 lG.&1.12 I_720 802.別
70と12010L581801701 5叩680 29.1.t20半 L647 一8一.9(
- - - (5品1953)(3一一.I_5,)(1.647)(486,91
2012002L 4 26.016 230.216 17&916 LAG.▲1伴 1_254 13ユ52
- - (llL390)(lilとlO半)(L250)(135.朋
lD_163 L403 lL593 Lt3.20 LO9~= 116:
東 種 部今 井南佐古田北大 .屋 670.130341225m 9493313Li7 9一.350 76一.480 695.166 JL2.0.l9半 L511 7'216Z
- - (691.166)(5IL3.20半)(L30一)(6216f
53.427 39一.647 331.976 27.ll_12 A973 26&0]
- - (3310一2)(31.1■i 8)(0.973)(267.1
小.21439t50455&467 306.60llltl2半 I_774 236,.72- (309019)(11&5,17三拘 (1.772)(23&9165147 49&186･2L,&5,l 1.55 3845Z
- - (;I99,t92)(31.A116)(1.755)(384_2!
2&696 17,566 15L8一0 9.ii18 i.326 187(
山 手 292.7仙 39_990 332,730 27L127 15.L色lO L333 202.5!
憩 . 分 453.880 61642 521522 L10a792 ti7.7.12半i:l753 27丘63
同寸脚 下牙.101.020 62.890 463,910 357.160 17.A&19 L619276.7Z
-- - - (56&288)(39.1&13半)(1.585)(462,0一
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′史料は,第 1には東経田村忙ついての大久保家文卦 2,万治2年(1658)から享和 2年(18
15)までのうち25年分の｢免相(-免状 )｣,かよび天保元年(1830)か ら明治 2年(18



















物 成 面 佑 斗代平均 _畑 高 負平均 物 成 両 紙 (田方面蛾 .
石 町反畝 歩 石 _ 石 ツ 石 町反軒一歩 町耶
96.531 5.2.a.13 L241 5一.122 5.I 27.755 4.3.21 3. 1;
122,427 1,2.7.5 1.245 53.185 1.91 26.451 T.28 l.26
354.256 14.2.1.7 L.O5u 150.283 5.7 85.688 &1.23 6.4.9
151.359 7.2.5.12 L941 79,363 t47 35.一&? 2.4.10 1.3
286.017 14.5,9.1 I_3181 l92.328 4.44 85.586 L3.4 I.-
229.073 l1.8,4.24 1.209 143,178 4.98 川 278 I.7.6 2.7
(299,920) - (I.210)(142..955)- - - -
300.736 a.&4.8半 1.lらl 102.712 5.I 53.3422.6.5.21 1.6,7,10
(355.523) -.- (L362)(130.035)- ･- - -
86,283 5,m5.20半 0.897 45,396 5.60425. 443 2,2.18# I.6.21半
(130:316) -- (0.091) (45.924) - -■- ■- -.
9.二269 3,5.2* 0.823 2.955 4.93 1.46 1.2.6 1.6
239lO23 10,2,3.I 0.649 66.479 169 31.231 9,7.17 3.5.12
(270.254) - 川 649) (66.479)■- - -- -.
184,034 9.&2,1 0.671 61958 5.69 37.582 &6.24 5.&lO
(222.511) - (q672) (65.928)- - --. -
.15L382 5,3.&'6 1.303 69.873 5.4643118l 1.821半 2,14半
(19一.076) (L303) (70.048)1381.I68 Rl.LIB 1.257 111604 ･49.346 1,2.18 1.4,20
(231297) (I.257)(111▲895)1.9553.628 16.0.28半 0694 25.076 12.m31.0-I_18 1.0,18
69.121 9,1.6.2 0,727 6&833 4.2629.324 6.7.4# 2,0
2..151 I.1.2 7.000 0.098 4.00 2.151 1-■ -
159,224 12.2.4.3半 I.036 126.160 5.日 6&300 7.3.16 -2.I.26
141,351 7.3,7.14 1.089 80.376 5,32.42.820 3.125半 3,16半
265.586(3 08)lO.7.4.l3半 0,988 106.160 4.66449.516I.1.7.ll 6.6∴lO半
1.1130,521 7.1.2,21 (.988)0 5 (lrO6.160)73,87 4.43132.432 4.と21 I.3.26半
(荏) 本表は･山陽町則武家文JTLF:･天保 9年の｢手鑑｣･行正家文8,弘化 2年の｢俵中年




43)から明治 3年(1870)までのうち･｢鞠抑留帳 ｣に紀されている免状 ･中皆済日銀の抜す




によれば幕末期教年税の考察壮aI青色である｡史料の第 2枚,大屋 ･正滞寺 ･西軽部 ･東礎部 ･笠寺UJ
の各村l･{ついて,兼末期数年間の年貫琴が井出できる行正家文啓の｢御用宵帳 ｣である｡上記以外の
天保9(1838)牛 馬 安政一2(1855) 天保 9(L838)田地付 安政.2(Ia55)田地付午 馬 天保 9安政 2 天保 9 安政 2
西 鍵 田 人4.3 一大｢人疋 疋 疋 疋 石 石 石 局 - -1■72-1.2I 19- 19 1,7.4D6 7,406
東 窪 田 4.6 255!&2 33 - 10 - l1.533lt533 87u &7ll 1 I
由 終 盤 I.5 493 巨 7 67- 61 140,54040.540川oo°10.000 I 1
大 苅 田 1.8 288日 6 38-38 - 0.900 0.900 7.03l7.03l - -
町 沖 田.4.5 416巨 3 4-5 0 55 14 I:け11 4,04129.31029.310 1 l
多 賀 4.0) ~ lー (29) 49.91749.917一.ら Slo上.4∫ 27 - 27 - 6.-562 Lola - -
出 屋 一.5) - I - (36) 6,200 6.200
1427) l84 [1.2I 1.1( - ll.- - - 1 I
東 軽 部 1.3 392日.6l 45 2 30 1→- - - - - -
今 井 一.3) -I__(43(3) 1.720 4.7201_5 259!一.1 ･18 - 30 - L- - I 1
再任古田 1.4) _ I_l (糾) 28.&4928.849
3.9 159日 3I 25- 2.4 - 15371537 i -
北佐古田 i)) l■~ l■~ (19) 5&6705&870
1.2 202日 5I 25l･._■-.34 -- .A.0001&000 - -
こ2.7 6畠 13.4 l,i- J18 -.- -. - 一~■一 ■
山 手 3.8 192:9.6ド 30-37 - 10.15718.157 I
正 補 寺 3.5 :9-1.5 ･.苫ー 1
惣 _分【3.a I228 3,5 3& 1 28 1 6.750 6.750 t-
柵 JTF分t.0′~181戸 5 18-.28 -.-26,87626.粥6 ■- ■- I 1





紺屋 .油屋 .酒屋 猟師鉄砲
天保9 ･政2天保9安政2




















































,ー ･`ty tt-由 一J"




-'■中 細 -ヽ叫 式
t I.Ji.叫 ._サLTl二ュ{-叫 ,･-､叫 むLを






=石工品 phミ-才ト JーE rJ
? ? ?
? ???? ?? ?
l TJ~lA}長岬 Lt











I 3叫 -`蕊 的_
F - _ f忘 志 望 霊
軍 j
1 1,･一丁▲-■




I c,q…諾 :≡ :･･鱒 か■
Jlh'kr叫や >b咋 しこ.
L で 叫 b l印 - ､
′与れ叫′ ヾ --- ZL
一叫 恕 ～-r- ヰPi
1
一 ･ . 叫 毎 叫
性 ､恵 与･ヰ叫 番 鴫 ノ
[
'細 雪 叫
- 毎 - 軸 も
ト 儀蜜 ト･･くく1レ一一
軸 吋
t<I.'丸 咽 T' 考
?? ? ? ? ? ? ? ? ??
? ? ?
? ?←??
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?? ? ? ? ? ? ? ? ?






同高 三斗四升九合 夏毛都 し









































が 571石6斗 6升9合であったoこの｢二ロ高｣から｢万引高｣といって,事故 ･その他で貢租賦
課の対象と壮なら夜いものが差 し引かれた｡｢万引高｣の内容は,上記の免状に托記されていないが,
一般に池床 .沸教 ･道教売ど公共に用いた土地,および川欠 ･川成 ･山崩などによって耕作不可能の
土地の高であ9,これは貢租の対象から壮免除されたのである｡したがって,｢二ロ高｣から｢万引
高｣34石 7斗9升 3合をひいた｢残高｣536百8斗 7升 6合(内,田高482石 7斗 8升 ･畑高
54石9升 6合)が実際の毛付高を示し, これに対して年貢が賦課されたのである｡






いるQ東庄田村で仕この年すたわち天明3年の物舵の合計I.d田畑合わせて 119石4斗 2升 7合とな
ってお9,毛付亮の約 28帝が上納すべき年末高として脚 されたことになる｡ただし,実際の物成




けた 16石8斗 5升 2合がこの麦成として首出されていふ なか,この年壮京成のうち半分のA石7
斗 l升 l合が｢用捨蓑｣となっているが, これ州 句山盛の救世紫の一つで,r掘安寿 .:(昭和 40年,
- 1JI.Z-
